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はじめに 

  

荒川区が、基本構想に「子育て教育都市」を掲げ、地域ぐるみの子育てと学びの

街づくりを目指していることは、まさに｢いま｣という時代の重要な課題に真正面か

ら向き合おうとしているものとして、私は高く評価しています。ちなみに、子ども

から大人まで、絵本の読書を普及しようという取組の一つとして、新生児や３歳児

に絵本をプレゼントしている意義は大きいです。また、絵本を読んで心に響いた感

動を、手紙の文にして応募していただき、それを私が審査する「柳田邦男絵本大賞」

のコンクールは、子どもたちの間で反響が大きく、2 回目の昨年は 700 通を超える

応募があり、すばらしい大賞作品を選ぶことができました。 

このたび、西川太一郎荒川区長から、文化、教育、保育にわたる大規模な新しい

複合施設を建設する構想について伺いました。その施設は、①子どもからお年寄り

まで、心を豊かにする場としての図書館、②荒川区出身の優れた作家吉村昭氏の文

学作品から人間を見る眼、社会を見る眼を学ぶ場としての記念文学館、③子どもた

ちの心をのびやかにはぐくむ場としての児童のための体験型施設、の三つで構成し

ようというのです。場所は、荒川区のほぼ中心である、荒川二丁目の地が、既に用

意されています。図書館、文学館、児童育成施設からなる三つの施設を複合施設と

して整備することで得られる利点（メリット）は、確かに多いと思います。例えば、

児童育成施設は、図書館との連携によって子ども図書館や絵本の読み聞かせなど、

絵本の読書の普及を図るための事業展開を進めることができるわけです。三つの施

設のそれぞれの機能を融合させることで、新しい多様な事業展開のスタイルを創出

することができます。西川区長のこの画期的な構想は、私が取り組んでいる日本人

の「心の再生」を目指す活動と完全に重なり合うので、「複合施設の設置及び運営に

関する懇談会」委員をお引き受けし、懇談会において座長に選任されました。 

懇談会は、学識経験者の皆様、区議会議員の皆様、地域の代表の皆様にお集まり

いただき、三つの施設についてのこれまでの検討状況を踏まえて、「図書館・文学館

分科会」と、「児童育成施設分科会」の二つの分科会に分かれて、深く掘り下げた検

討を行いました。昨年１１月に検討を開始し、大変短い期間ではありましたが、各

委員の皆様方にはお忙しい中を、毎月の分科会全体会議に御参加いただきました。

毎回熱心な議論が交わされ、大変に有意義な御意見を多数頂戴しましたので、ここ

に｢複合施設懇談会報告書｣として、夢を現実のものにすると言ってもよいような内

容の濃いものをまとめることができたと考えております。 

このような、三つの施設は、複合して整備することにより、それぞれの事業が相

互に連携し、他に類例のない多様な事業展開を図ることが可能となるので、完成の

暁には、必ずや区の内外から多くの人が訪れて活用する、荒川区の新しいシンボル



 

 

となることでしょう。ここに掲げた高い理念に対し、財源は限られていますが、過

大なコストをかけなくても、専門的な知恵を働かせることによって、夢を具体化す

る道は必ずあると信じます。この報告書に込められた意見の数々が、新しい複合施

設の計画に十分に反映され、区民にいつまでも愛される施設となることを心から要

望いたします。なお、熱心に御審議いただいた各委員の皆様方をはじめ、複合施設

の目指すべき将来像について御意見をお寄せいただいた区民の皆様に心から感謝を

申し上げます。 

  

   平成２２年３月 

 

荒川区複合施設の設置及び運営に関する懇談会座長  柳 田 邦 男 
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１ 検討の経緯 

 

荒川区では、基本構想に「子育て教育都市」を掲げ、その基本理念として、「子育 

てしやすいまちの形成」と「心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会

の形成」を掲げている。基本構想に基づく基本計画では、「心豊かにたくましく生きる

子どもの育成と生涯学習社会の形成」の一環として「図書館サービスの充実」を掲げ、

施策の方向性として以下の項目を挙げている。 

 

■子ども読書活動の一層の推進、ひろば館・ふれあい館等との連携により子どもの

身近な場所におけるサービスや中高生向けのサービスの提供 

  

■産業・経営関係の情報に特化したレファレンスや区内産業関連資料の収集提供等

のビジネス支援サービス、医療情報提供サービス等、新たなサービスの具体化 
＊レファレンスとは：reference 参考業務のこと。利用者が学習・調査・研究のために必要な資料及び情報
を求めたときに、図書館職員が資料と情報を駆使して検索を援助し、資料又は回答を提供するなど図書館の重
要なサービスである。 
 

■地域館のバリアフリー化、快適な読書環境の整備、特色ある図書館づくりの推進、

図書館の整備・充実についての検討 

 

■図書館コンピュータシステムの機能の充実の検討、利用状況や費用対効果を踏ま

えた開館時間の検討、メールマガジンや地域資料データベース等情報発信サービ

スの充実 
 ＊データベースとは：特定のテーマに基づき集積したデータをコンピュータによって検索・抽出できるものを

いう。各地の中央図書館では、レファレンスやビジネス支援サービス用に「日経テレコン２１」「朝日新聞聞
蔵」「Japan Knowledge」「雑誌・論文情報」「人物・文献情報」「D1-Law.com」「ポプラディアネット」
などの商用データベースが利用されている。 

 
荒川区立図書館は、区が掲げる図書館サービスの充実に向けて、様々な角度から検

討を行い、また、施策を実現してきた。平成１６年度には教育委員会のＰＴで「荒川

区立図書館あり方報告書～新たな情報ネットワーク拠点をめざして」をまとめた。平

成１７年度には、「これからの図書館調査懇談会」による「これからの図書館調査懇談

会報告書」で、今後の図書館サービスの推進に向けた重要な提言をいただいた。 

 平成１８年度からは、これらの提言や施策の方向性に沿って、子ども読書活動の推

進、あらかわ子ども読書フェスティバルの開催、平成１９年９月の汐入図書サービス

ステーションの開設、平成２１年１１月冠新道図書サービスステーションの開設等を

次々と実行してきた。 

 同時に、教育委員会内部において（仮称）吉村昭記念文学館の整備とともに荒川図

荒川区立図書館の現状と課題 〔１〕 
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書館の建替えの検討を重ね、各地の先進的な図書館及び新設中央図書館を調査してき

た。 

 平成２１年度には、新たな図書館、（仮称）吉村昭記念文学館、児童育成施設の有機

的な連携を図り、区民にとって魅力的な複合施設を整備するために、学識経験者、議

会並びに区民の代表の皆様からの御意見を十分いただきながら、あらゆる角度から複

合施設の整備について検討するため、複合施設の設置及び運営に関する懇談会、そし

て同懇談会図書館・文学館分科会を設けたものである。 
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２ 荒川区立図書館の現状 

 

（１） 荒川区立図書館の概要 
 

図書館は、「図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保存して、一般公衆

の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーション等に資することを目的とする

施設」（図書館法第２条）であり、区民にとって最も身近な生涯学習の拠点施設の一つ

である。 

 この目的のため、荒川区立図書館は、１中心館、４地域館、２分室（図書サービス

ステーション）が一つのシステムとして区内全域のサービス網を構成している。 

 

館  名 機 能 
開  設 

年月日 

延床面積

（㎡） 

蔵書冊数

（冊） 

入館者数

（人） 

個人貸出点数

（点） 

職員数

(人) 

南千住図書館 中心館 H10.5.1 2,686.10 270,339 317,330 544,067 43

荒川図書館 地域館 S37.3.2 1,156.29 115,400 242,077 293,444 16

尾久図書館 地域館 S46.9.23 1,201.82 103,607 169,662 298,708 14

町屋図書館 地域館 S51.10.1 1,045.44 115,847 149,195 267,611 14

日暮里図書館 地域館 S54.6.11 1,369.66 116,917 211,463 326,098 16

汐入図書 SS 分室 H19.9.8 68.85 8,004 148,438 172,126 4

冠新道図書 SS 分室 H21.11.14 181.44 7,655 17,426 25,323 4

計   7,718.60 737,769 1,255,591 1,927,377 111

一日当り   4,090 6,278

※蔵書冊数は平成２１年度末現在、開架・閉架の合計冊数 

入館者数・個人貸出点数は平成２１年度利用実績 職員数は平成２１年４月１日現在    

汐入図書ＳＳは汐入図書サービスステーションの略 

冠新道図書ＳＳは冠新道図書サービスステーションの略 

 

（２） 荒川区立図書館のサービスの状況   
※平成 20年度実績  資料費は平成 21 年度予算額   

区民（住民基本台帳人口）は平成 21 年 1 月 1 日現在 184,207 人 

サービス実績 実績 区民１人当り実績 23 区計区民 1人当り実績 23区中順位

図書蔵書冊数 679,576 冊        3.7 冊 3.0 冊 8 位

個人年間貸出点数 1,812,212 点  9.9 点 8.4 点 7 位

登録者数 登録率 28.1 ％ 登録率 31.4 ％ 15 位

※登録者１人当り 

51,768 人 

貸出点数 35.1 点 貸出点数 21.0 点 2 位

予約登録点数 456,606 点 2.5 点 2.1 点  8 位

図書館資料費総額 104,466 千円  567 円 364 円   6 位
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荒川区立図書館は、区民一人当りの蔵書冊数・個人総貸出点数・予約登録点数・資

料費、登録者一人当りの個人貸出点数ともに、２３区上位の実績を有している。登録

率については、昼間人口や夜間人口の差など各区の条件が異なるので一概には比較し

にくいが、まだ少なく、今後の伸びが期待される。また、インターネットによる予約

検索、無線ＬＡＮによるインターネットサービス、子ども読書活動、ヤングアダルト

（ＹＡ）サービス、非常勤職員の活用と直営化によるサービス、集中方式、身近な地

域における図書サービスステーションの設置など全国的にも先駆的な図書館サービス

を展開してきている。 
＊ヤングアダルト（young adult）サービスとは：児童と大人の中間に位置する、主に１０代の利用者を対象に
行われている図書館のサービスのことをいう。YA サービス、ともいう。 

 
（３） 荒川区立図書館の主な特徴 
 

ア 区民に開かれた図書館 

 

だれもが、無料で、１枚の図書館利用カードで区内すべての図書館を利用できる。

年間１２６万人、１日当たり４，０９０人が区内の図書館を利用している。 

○休館日        月曜（祝日の場合は翌日）、月１回の館内整理日、年末年始、

年１回４日間の特別整理日 

○開館時間     火曜～金曜は９：３０～１９：３０  

土日祝・臨時開館日は９：３０～１７：００ 

（ただし、南千住図書館は土曜も１９：３０まで） 

  ○貸出点数・期間 図書・雑誌は１５日間で１人合計３０冊まで   

ＣＤ・カセットテープは１５日間で合計５点まで   

ＤＶＤ・ビデオテープは８日間で合計２点まで 

 

イ 図書館ネットワークによる全域サービス網 

 

平成６年度から図書館コンピュータ・オンラインシステムを稼動させ、南千住図

書館にサーバを置いて集中管理し、五つの図書館と二つの図書サービスステーショ

ンを回線で結び、配本車を運行している。これにより、資料の状態がリアルタイム

で処理・表示されるとともに、どの館・図書サービスステーションからも資料が借

りられ、どの館・図書サービスステーションへも資料を返すことができる。また、

区内で所蔵していない図書・雑誌は、都立図書館や他の区立図書館などから取り寄

せることができる。 

 

ウ 進化するＩＴサービス 

 

平成１３年度に、パソコンと携帯による検索・予約サービスを開始し、平成１４
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年度には無線ＬＡＮによる館内インターネットサービスを開始した。いずれも全国

的に先駆的なサービスであった。 

その後も数々の改善を行い、利用者は２４時間いつでも、パソコン、携帯からイ 

ンターネットで、検索・予約、パスワード登録、メールアドレス登録・変更、予約

変更、貸出期間延長、質問や調べものができる。この結果、サービスを開始した平

成１３年度の予約件数が９７，５２２点（うちインターネット予約２０，８５７点

で予約全体の２１．４％）に対し、平成２０年度が４５６，６０６点（うちインタ

ーネット予約３１０，９７１点で全体の６８．１％）、８年間で予約全体は４．７

倍、インターネット予約は１５倍へと大きく伸び、利用者の利便性が飛躍的に向上

した。 

 

エ 図書館への来館が困難な方に対する障がい者サービス 

    

病気や視覚障がいなどにより図書館への来館が困難な方に、ボランティアの協力

を得て作成した録音図書等を宅配又は郵送する障がい者サービスを行っている。 

カセットテープに録音する機器類等が製造中止となり、全国的に録音図書のデジ 

タル化が進む中で、荒川区立図書館として、平成２０年度からデイジー化を進め、

作成したデイジー図書やデイジー図書再生機の貸出しを開始した。 
＊障がい者サービスとは：病気や身体に障がいがあるなど、図書館への来館が困難な方に対する上記の資料の
貸出しや宅配・郵送、目の不自由な方への館内での対面音訳などのサービスをいう。 
＊デイジーとは：Digital Audio-based Information Systeme の略。従来のカセットテープに替り、国際規
格として確定した新たなデジタル式録音図書の記録方式であり、障がい者サービス用資料として世界中で普及
しているもの。 

 

オ 学校等と連携した子ども読書活動の推進 

    

子どもの頃からの絵本等の読書は人間の成長にとって大切である。子どもの部屋 

やＹＡサービスコーナーを設け、ろうそくでおはなし、０～３歳向けのおはなし会、

体験型おはなし会、おたのしみ会などを開催するとともに、学校や保健所等と連携

して親子で読書に親しめる環境づくりを進めている。 

 

○平成２０年度の主な実績 

・区内小中学校に対する団体貸出し 延べ 921 クラス、貸出冊数 23,153 冊 

・児童向けのおたのしみ会     計 254 回開催 参加者数 4,062 人 

・中学校の勤労留学        計 20 校、延べ 73日間、参加者数 76人 

・中学校出前ブックトーク     計 6 校延べ 7 回 参加者数 414 人 

・第一回柳田邦男絵本大賞  参加者数 子どもの部 289 人 一般の部 58 人 
＊ブックトークとは：新しい分野に興味と関心を呼び起こす読書への動機づけのために、予め選んでおい
た数冊の本を紹介する事業をいう。読み聞かせやストーリーテリングとともに、子どもと本を結びつける
ための重要な業務である。 
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カ 身近な場所における図書館サービスの提供 

    

図書館から離れているため図書館サービスが十分行き届きにくい地域へ図書館サ 

ービスを提供するため、平成１９年９月８日に汐入図書サービスステーションを開 

設し、平成２１年１１月１４日には、西日暮里地域に区内２か所目となる、冠新 

道図書サービスステーションを開設した。 
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３ 図書館への利用者ニーズ～荒川区立図書館満足度調査より～ 

 

（１） 実施概要 
 

ア 調査方法  来館者に調査票を配布し、アンケート回収箱に投函 

         非常に満足・やや満足・やや不満足・非常に不満足・分らない 

        の５項目に○印記入 

イ 調査場所  各図書館、汐入図書サービスステーション 

ウ 実施期間  平成２１年６月２３日～３０日 ７日間 

エ 回答件数  １，０９９件 

オ 調査結果  総合的な満足度や職員の応対の満足度で《満足》が約８割という

結果から、おおむね現状の図書館サービスに対して一定の評価をい

ただいていると受け止めている。一方で、閲覧席等、座席数を増や

してほしいとの要望は多く、対応が必要である。 

 

（２） 利用状況１ 利用頻度・利用曜日  
 

■図書館の利用頻度 

  週１回以上      ５１％ 

  月２・３回     ３３％ 

  月１回        ７％  

 

 

 

■一番多く利用する曜日 

   不定期       ６１％ 

   土曜        １１％ 

   日曜         ９％ 

   火曜         ８％  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【1－5図書館利用頻度】

 週2・3日

20%

 週1

25%

 月数回

34%

 2・3ヶ月

3%

 月1回

7%

 毎日

6%

無回答

1%

 初めて

1%

 年数回

3%

【1－6一番多く利用する曜日】
 水曜

6%

 木曜

2%

 金曜

2%

 土曜

11%

 日曜

9%

 不定期

61%

無回答

1%

 火曜

8%
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（３） 利用状況２ 利用時間・利用時間帯 
 

■１回の利用時間 

   ３０分未満    ４４％ 

   ３０分～１時間  ３０％ 

   １時間～２時間   １５％ 

      ２時間以上    １２％ 

 

   

 

■利用時間帯  

   １３時～１７時   ３５％ 

   ９時半～１２時    ３３％ 

   １７時～１８時半   ７％ 

   １８時半～１９時半   ５％ 

 

 

 

（４） 利用状況４ 図書館の主な使い方・求める情報 
 

  ■図書館の主な使い方 

    貸出・返却     ５２％ 

    閲覧        １４％ 

    一般の調べもの    ７％ 

   

  

    

■図書館に求める情報 

    教養・文化     ２１％ 

 趣味娯楽      １５％ 

 健康医療       ８％ 

 グルメ旅行      ７％ 

 子育て・教育     ５％  

 

 

 

 

 

 

【1－7 1回で利用する時間】

 1～2時間

15%

 2～4時間

9%

 4時間以上

3%  ～10分

7%

 10～30分

34%

 30分～１H

30%

無回答

2%

【1－8利用する一番多い時間帯】

 9：30～

12：00

33%

 12：00～

13：00

6%
 13：00～

15：00

25%

 15：00～

17：00

20%

 17：00～

18：30

7%

 18：30～

19：30

5%

無回答

4%

【1－9図書館の主な使い方】

 貸出・返却

52%

無回答

1%

 その他

3%

 仕事の調べ物

3%

 一般の調べ物

7%

 情報収集

6%

 学習室利用

5%

 学習

4%

 行事参加

1% ネット利用

4%

 閲覧

14%

【1－10図書館に求める情報】

 教養文化

21%

 趣味娯楽

15%

 生涯学習

10%

 その他※

1 7%

無回答

5%

 健康医療

8%

 グルメ旅行

7%

 ビジネス仕事

4%

 情報通信

4%

 子育て教育

5%

 地域活動

4%

-  12  -



     

 

（５） 満足度調査結果１ 蔵書 
   

■蔵書の「満足」は５６％ 

      「不満」は２６％  

    専門書の充実、最新の図書の棚揃え 

  の要望も強い。 

 

 

 

 

 

■雑誌の「満足」は５３% 

      「不満」は１７％ 

   特定の雑誌や雑誌の増を求める声があ 

る。 

 

 

 

 

 

（６） 満足度調査結果２ 予約とレファレンス 
 

■予約の「満足」は５９％ 

      「不満」は ６％ 

    予約への評価は高い。 

 

 

 

 

 

 

■調べもの等の相談の 

          「満足」は５０％ 

          「不満」は ５％ 

      「分からない」は２８％ 

相談できることを知らない利用者 

もおり、十分活用されていない。 

 

 

【4－2蔵書について】

 やや満足

41%

 やや不満足

23%

無回答

12%

 非常に不満足

3%

０分からない

6%

 非常に満足

15%

【4－4雑誌について】

 やや満足

39%

無回答

15%

 やや不満足

14%

 非常に不満足

3%

 非常に満足

14%

０．分からない

15%

【4－9資料の予約について】

 非常に満足

36%

 やや満足

23%

 やや不満足

5%

 非常に不満足

1%

無回答

17%

０．分からない

18%

【4－10本の探しもの・調べものの相談について】

 やや満足

26%

 非常に満足

24%

 非常に不満足

1%  やや不満足

4%

０．分からない

28%

無回答

17%
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（７） 満足度調査結果３ 開館日数・開館時間 
 

■開館日数の 

      「満足」は６２％ 

         「不満」は１２％ 

    開館日数は他区よりも少ないという 

   声がある。 

 

  

                         

■開館時間の 

     「満足」は６６％  

     「不満」は１９％ 

    土日祝も平日並みの開館時間の要望 

 がある。   

 

 

 
 
（８） 満足度調査結果４ 建物・設備 

 

■建物・空調等設備の 

         「満足」は６７％ 

     「不満」は１５％ 

    古い館に対する「不満」が大きい。 

 

 

  

  ■バリアフリー化の 

     「満足」は５１％ 

     「不満」は１５％ 

    荒川・尾久・町屋図書館にはエレ 

 ベータがない。  

 

 

【4－19開館日数について】

 やや満足

37%

 やや不満足

9%

 非常に不満足

3%

無回答

16%

０．分からない

10%

 非常に満足

25%

【4－20開館時間について】

 やや満足

40%

無回答

12%

 やや不満

足

15%

０．分からな

い

3%

 非常に不

満足

4%

 非常に満

足

26%

【4－21建物・空調等設備について】

 やや満足

42%

無回答

12%

 やや不満

足

13%

 非常に不

満足

3%

０．分からな

い

5%

 非常に満

足

25%

【4－22バリアフリー化について】

 やや満足

31%

 やや不満足

11%

 非常に不満足

4%

無回答

14%
 非常に満足

20%

０．分からない

20%
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（９） 満足度調査結果５ 備品・座席数 
 

 

   ■書架等備品の 

        「満足」は５１％ 

        「不満」は１３％     

      書架が古い、高すぎる等の声がある。 

 

 

       

 

■座席数の 

「満足」は３９％ 

    「不満」は２８％ 

   座席数が少なすぎる、閲覧室に入り 

  づらい、汚れている等の声がある。 

  

 

 

（１０） 満足度調査結果６ 職員・総合的満足度 
 

  ■職員の応対の 

    「満足」は７６％ 

   「不満」は１０％  

    職員の接遇は一定の高い評価がある。 

 

 

 

  ■総合的な満足度は  

    「満足」は７７％ 

    「不満」は１０％ 

    一定の評価がある。しかし、個々の 

   課題と要望も多い。 

 

 

【4－23図書館書架など備品について】

 やや満足

33%

 非常に不満足

3%
 やや不満足

10%

 非常に満足

17%

無回答

15%

０．分からない

22%

【4－25座席数について】

 やや満足

27%

 やや不満足

21%

 非常に不満足

7%

 非常に満足

12%

無回答

14%

０．分からない

19%

【4－11職員の応対について】

 非常に満足

41%

 やや満足

35%

無回答

14%

 非常に不満足

1%

 やや不満足

4%

０．分からない

5%

【4－1各図書館の総合的な満足度】

 非常に満足

30%

 やや満足

47%

 やや不満足

8%

無回答

12%

 非常に不満足

2%

０分からない

1%
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４ 最近の新設図書館の動向 

  

 最近開設した中央図書館の状況は以下のとおりである。 

館名 人口 

H21.4 

(千人) 

開設年月日 延床 

面積 

（㎡）

開架蔵

書規模

(万冊)

閉架蔵

書規模

(万冊)

閲覧

席数

（席）

20年度

入館者数

(万人) 

20 年度

貸出点数

(万点)

川口市立 

中央図書館 

513 H19.7.1 6,940 20 33 480 140 154

豊島区立 

中央図書館 

262 H19.7.16 3,065 15 20 240 102 106

さいたま市立 

中央図書館 

1,216 H19.11.29 5,820 20 50 480 127 138

府中市立 

中央図書館 

249 H19.12.1 6,076 30 70 386 102 160

北区立 

中央図書館 

335 H20.6.28 6,165 20 30 506 65 62

葛飾区立 

中央図書館 

445 H21.10.17 5,077 20 30 450 3,000/

日以上

4,000/

日以上

 

また、懇談会委員から、浦安市立中央図書館、伊万里市民図書館、函館市立中央図

書館はじめ、全国各地の図書館の情報が寄せられた。   

 調査によると、最近の新設図書館には、以下の特徴が共通に見られる。 

 

 

① 駅前再開発ビルなど利便性の高い立地が選ばれる傾向 
② 大規模開架蔵書群及び保存庫 
③ ゆったりとした配置、手の届く高さの展示型書架 
④ テーブル席、ＰＣ席、個室など目的別世代別の閲覧席 
⑤ レファレンス・児童・ビジネス支援等専門デスクの配置 
⑥ ラウンジ、カフェ、庭を眺める学習室、ボランティアルームなど 

滞在型空間 
⑦ バリアフリー、ユニバーサルデザイン等の人に優しい建築・設備 
⑧ ワンフロア又は２階建構造の広々とした建築面積 
⑨ ＩＣタグを活用した自動貸出機・返却機等自動化機械化 

 
＊ＩＣタグとは：Integrated Circuit Tag の略。電波を受けて働く小型の電子装置の一つで、個体が持つ情報

を一意に示す識別コードを収録し、次世代バーコードと言われる。PASMO、Suica、流通業界、書店などで
使用。近年、図書館にも急速に普及している。 
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５ 荒川区立図書館の課題 

荒川区立図書館は、区民にとって最も身近な生涯学習の拠点施設として利用され 

ており、荒川区立図書館満足調査結果からも区民の期待の大きさを伺うことができる。 

多様な区民の要望に応えるために、以下の課題を解決する必要がある。 

 

（１） 充実した図書館機能 
  

図書館は区民の生涯学習の拠点施設であり、高度化かつ多様化してきている区民ニ

ーズに十分応える必要がある。そのため、入門書から専門書までの大規模蔵書群、ゆ

ったりと資料を広げて調べものができるくつろぎの読書空間、高度なレファレンス、

文化情報の提供など、充実した図書館機能が必要である。 

 

（２） 親子が一緒に本に親しむための読書環境の整備 
 

子どものころからの読書は、人間の豊かな成長にとって不可欠のものである。これ

までも絵本の読み聞かせや柳田邦男絵本大賞の創設など、積極的に子ども読書の推進

に取り組んできているが、親子が一緒に本に親しむための読書環境の充実が必要とな

っている。さらに、荒川区子ども読書活動推進計画の第二次計画に向け、区立図書館

を中心とした読書の推進や学校図書館、保健所、子育て支援部等関係機関との連携の

強化など一層の充実が必要である。 

 

（３） 先進的なサービスの提供 
  

「これからの図書館調査懇談会報告」で提起されたレファレンスサービスの充実、 

医療健康情報サービスやビジネス支援サービス、問題解決支援型の新たな図書館サー 

ビスなど次代を見据えた先進的なサービスの提供が必要である。 

 

（４） 荒川図書館の建替え 
 

荒川図書館は、昭和３７年３月２日に開設した区内最初の図書館であるが、老朽化 

が進行しており、また、法令上、現在地で建て替える場合は様々な制約により同規模 

の建築が困難となるため、新たな場所での建替えが必要である。 

 

（５） 図書館サービス網の充実 
 

図書館から離れているため図書館サービスが十分行き届きにくい地域への図書館 

サービスの充実を図る必要がある。 
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 新たな図書館は、区立図書館が抱える課題を解決し、区民の生涯学習の推進につな

がる施設として整備する。 

 現在、荒川区立図書館の全域サービス網は、１センター館（南千住図書館）及び４

地域図書館（荒川図書館・尾久図書館・町屋図書館・日暮里図書館）・２分室（汐入図

書サービスステーション・冠新道図書サービスステーション）で構成されている。荒

川区立図書館全体は、コンピュータを使用した図書館ネットワークシステムで結ばれ、

配本車を１日２便運行させることにより、区民は２４時間インターネットで資料を検

索・予約することができ、どの館からも借りられ、予約の受取りができ、どの館へも

返せる。 

 現在は、課長級館である南千住図書館が、区立図書館全体のセンター館として、サ

ービスの総合調整や図書館ネットワークシステムの統括管理などを行っている。 

しかし、南千住図書館は、施設規模等の制約から、蔵書規模は開架１２万冊、閉架

１０万冊であり、区民の多種多様な資料要求や調査研究の要求には十分応えきれてい

ない。また、ゆったりとした読書環境や問題解決支援型サービスを支えるための資料・

サービス・施設面では課題がある。 

そのため、新たな図書館は、南千住図書館に替わって、センター館としての役割を

拡充して担うとともに、新たな生涯学習の拠点施設として、図書館機能の充実を図る。 

なお、区立図書館の課題のうち、図書館から離れているため図書館サービスが十分

届きにくい地域への図書館サービスの充実については、図書サービスステーションの

設置を引き続き検討する。 

 

１ 区立図書館全体のセンター館としての役割 

  

 区立図書館全体のセンター館としての主な役割は、次のとおりである。 

 

（１） 区立図書館全体の総合調整 

（２） 図書館ネットワークシステムの統括管理 

（３） 区立図書館全体の資料収集・保存・除籍の調整 

（４） 地域館のバックアップ  

（５） 図書館職員の研修育成 

  

新たな図書館は、豊富な資料と高度なレファレンスで地域館をバックアップすると

ともに、新たなサービス等を調査研究、企画立案することにより、センター館として

の役割を大幅に充実強化する。 

新たな図書館の役割・機能 〔２〕 
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２ 図書館機能の充実 

 
（１） 資料の大幅な充実 
    

区民の多種多様な生涯学習要求に応えるため、入門書から専門書、参考図書に至

るまで網羅的体系的な蔵書の大幅な充実を図る。 

 

（２） 子ども読書活動の推進 
   

学校図書館支援室や子育て支援部との連携を強化して、子ども読書活動を一層推

進するために、子ども図書館を設ける。   

 

（３） 絵本館の整備充実 
   

絵本は子どもの豊かな成長に必要であると同時に、大人にも豊かで深い示唆を与

えてくれる。子どもが、大人が、親子が絵本に親しめる絵本館を整備する。   

 

（４） 吉村昭記念文学館との連携 
   

  併設する（仮称）吉村昭記念文学館では実物資料等が主に展示される。 

新たな図書館では、文学館と連携し、吉村昭氏の全著作や記録文学等を貸し出す。 

 

（５） 問題解決支援型の新たなサービスの提供 
 

区民の生涯学習の拠点として、レファレンスサービスの充実をはじめ、区民と地

域の問題解決を支援する新たなサービスを提供する。   

 

（６） 充実した読書環境の整備 
 

  生涯学習拠点施設として、ゆとりのある読書空間、ゆったりとした書架の配置、

多様で豊富な閲覧席など滞在型読書空間を創出し、読書環境の充実を図る。 

  

（７） 図書館職員の力量の向上 
 

  豊富な資料、新たなサービス、充実した読書環境の整備を総合して区民の生涯学 

 習要求に応えるためには、図書館職員の力量のアップが大事である。 

 

 

-  19  -



     

 

参考に、センター館・地域館・分室の役割分担を表に掲げる。 

 

【参考】 センター館・地域館の役割分担 

 

 センター館 地域館 分室 

サービス対象 区内全域 主に当該地域 主に当該地域 

立  地 区内全域から利用可 当該地域 当該地域 

規  模 大規模 中規模 小規模 

ニーズ対応 貸出閲覧調査研究全対応 貸出取寄閲覧対応 貸出取寄対応 

蔵書構成 
入門書から専門書まで体系

的網羅的大規模蔵書構成 

蔵書に特色を持たせた 

ポピュラーな蔵書 

実用書・小説・絵本・ 

児童書中心 

視聴覚等資料 あらゆる資料 ＣＤ なし 

地域資料 あらゆる地域資料収集提供 区政資料等一部提供 区政資料等一部提供 

資料保存 全館共同保存庫 雑誌のバックナンバー他 なし 

児童サービス 絵本館・子ども図書館 児童フロア 児童書架 

子ども読書活動 区内全体の連携調整 地域における連携 来館者へのサービス 

レファレンス 参考図書と高度なサービス 簡易なレファレンス 簡易なレファレンス 

新たなサービス 新たなサービス実施 ビジネスコーナーほか なし 

障がい者サービス 資料提供とサービス拠点 自館利用者への貸出し なし 

閲覧席 目的別多種大規模席数 一定席数 スツール 

アメニティ アメニティ確保とゆとり空間 資料減によるスペース増 特になし 

区民との協働 ボランティア活動の場提供 交流コーナー 特になし 

全館の運用 統合・地域館のバックアップ 自館一線サービス 自館一線サービス 

ネットワーク ネットワーク統合管理 自館分運用 自館分運用 

広報・事業 全館広報・事業 館独自広報・事業 館独自広報 

庶務管理 全館の庶務・企画立案 館の施設管理・庶務 館の施設管理 

関係機関連携 関係機関連携の窓口 地域における連携 地域における連携 
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 新たな図書館は、荒川区立図書館全体のセンター館としての役割を担い、新たな生

涯学習拠点施設として、図書館機能の充実を図る。そのため、基本理念を次のように

掲げる。 

 

 

１ 図書館は新たな発見の場 ～図書館は区民と地域の共同情報源～ 

 

区民は、教養・文化、趣味娯楽、健康医療、子育て・教育、経営、仕事、人生、受

験など様々な生涯学習目的で図書館の資料・情報を探す。新たな図書館に来館し、棚

揃えを見て回って初めて予期せぬ資料・情報に接して、本の尽きせぬ魅力と新たな世

界を発見する。図書館は、区民にとって、「新たな発見の場」となる。  

新たな図書館は、区民の生涯学習要求に応え、地域社会の発展に寄与するために、

資料を大きく充実させることにより、区民と地域の共同情報源として活動する。 

 

 

２ 図書館は大きな知恵袋 ～調査研究、悩みや問題の解決を支援～ 

 

一人で悩んでいませんか。困ったとき、だれに相談しますか。生活のこと、社会の

こと、健康や医療のこと、学習のこと、人生のこと、子育てや教育のことなど、区民

は様々な問題を抱えて生活している。そんなときこそ、図書館が役に立つ。図書館で

は、調べもののお手伝いや、困ったこと、悩んだことも一緒になって情報を探し、解

決の糸口を探すことができる。 

 新たな図書館は、個人では得られない大規模な資料・情報をバックに、区民、地域

の「大きな知恵袋」として、高度なレファレンスサービスに努めるとともに、医療健

康情報、ビジネス情報等の充実を図り、区民の問題解決を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

新たな図書館の基本理念 〔３〕 
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３ 赤ちゃんも、お年寄りも ～信頼と温もりのある図書館サービス～ 

 

 図書館は、赤ちゃんからお年寄りまで、だれもが自由に気軽に利用できる。 

新たな図書館は、「赤ちゃんも、お年寄りも」、区民のだれもが、個人でも、家族一

緒でもゆっくり本に親しめるように、ユニバーサルデザインやアメニティへの配慮、

親子で一緒に本に親しめる読書空間、自分の居場所が選べる多様で豊富な閲覧席など、

滞在型読書空間の提供を目指して、読書環境を整備する。 

図書館で大切なことは、設備や資料だけではない。何よりも、図書館サービスの要

となる職員が区民の目線に立って、親切で、温もりのあるサービス提供に努め、区民

に信頼され、何でも聞ける存在にならなければならない。 
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サービスの基本方針及び事業内容は、基本理念に基づき、図書館の４要素（①資料 

②サービス ③人 ④施設）の観点から、次のとおりとする。 

 

 

図書館は区民の生涯学習の拠点施設であり、図書館の本来的な役割は資料提供にあ

る。そのため、図書館の「品格」である図書館資料の大幅な充実を図る。 

区民の読書要求は、教養・文化、趣味・娯楽、生涯学習、生活・消費者問題、子育

て・教育、医療・健康、地域活動、時事政治経済情報、ビジネス、仕事など多種多様

化高度化している。 

 区民は自分が求める本や雑誌を図書館、書店、コンビニエンス、古書店、ネット書

店等で探すが、書店等には今の売れ筋商品しかなく、区内には豊富な在庫を抱える大

型書店や児童書専門書店がない。書店等には過去の雑誌を在庫していない。急速に発

展している電子書籍も、まだ一部しか読めない。ネットで本を検索しても、現在流通

している書籍の表紙・概要・書評等が見えるだけである。 

インターネットだけでは、情報が溢れすぎ、記述内容が不正確なサイトが多すぎて、

必ずしも必要な情報にめぐり会わない場合も多い。 

 さらに、若年世代の本離れ等や出版流通事情の悪化などにより、良心的な出版物が

売れない、書店に配本されない、部数も少ない、すぐ返品されるなど状況が起き、区

民が自分に必要な本に出会える機会が失われつつある。 

 図書館には、区民の多種多様かつ高度化した読書要求に応えるために、売れ筋本ば

かりではなく、入門書、実用書から専門書、基本書、参考図書に至る網羅的体系的に

選ばれた大規模蔵書群が不可欠となっている。資料価値を有する図書、参考図書、行

政資料、地域資料、雑誌のバックナンバー等一旦失われたら二度と入手できない資料

も保存して提供する必要がある。 

 

 
 
 
 
 
 
 

１ 大規模な蔵書構成で魅せる図書館 

期待される事業内容 〔４〕 
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（１） 開架蔵書規模は２７万冊 
 

現状の出版流通状況をかんがみ、区民の多様な読書要求に応える、実用書・小説・ 

文学・趣味等のポピュラー部門、人文書・美術書、理工書、文庫本、ヤングアダルト

（ＹＡ）コーナー、多文化資料コーナー、地域資料、吉村昭氏関連資料、絵本館・子

ども図書館の資料を配置するには、開架蔵書規模（収蔵能力）２７万冊程度が必要で

ある。 

 【参考】 開架２７万冊の内訳 

文学・小説・実用書ほか      ５万冊 

人文書・美術書          ４万冊 

法経・ビジネス・社会科学書    ３万冊 

理工書              ２万５千冊 

文庫本              ３万冊 

ヤングアダルト（ＹＡ）コーナー    ５千冊 

多文化資料・大活字本ほか     １万冊 

地域資料・吉村昭氏著作等     ２万冊 

絵本（絵本館）          ３万冊 

児童書（子ども図書館）      ３万冊 

 計              ２７万冊               

 
（２） 入門書、実用書から専門書、基本図書、参考図書に至る網羅的体系的

な蔵書構成 
 

 現在、荒川区立図書館では限られたスペースの中で全区的な資料収集を図るために、

基本書・専門書等の館毎の分野別分担収集を行っている。 

本を探す利用者の立場からは、例えば、情報科学（工学）と脳科学（自然科学）と 

深層心理学（人文科学）は関連領域であり、比較して見ないと研究しにくい。本が分

散していると、特定の本を取り寄せることはできても、新たな本を探すには難点があ

る。 

区民の多種多様かつ高度な生涯学習要求に応えるため、資料提供という図書館の本 

来的な役割に徹し、多様で、深い、重層的な本の回廊の場を構築して蔵書構成で魅せ、

資料（本）との新たな出会いの場を提供する。 

そのため、新たな図書館においては、入門書から専門書、参考図書に至る大規模な 

蔵書群をストックとしてきちんと揃えるとともに、社会経済情勢、制度の改廃、地域

活性化の課題、新しい技術、新しいテーマ、最新の流行等時代の変化とニーズに留意

し、常に新鮮で魅力ある資料をフローとして収集する。 

 地域館においては、例えば南千住図書館は荒川ふるさと文化館との複合施設である

ため、歴史資料が充実しているなど蔵書に特色を持たせながら、ポピュラーな資料の

収集に努める。 
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（３） 区民の調査研究に必要な参考図書、ものづくりの街あらかわに必要な資
料等の提供 

 
参考図書については、区民の調査研究に必要な百科事典、辞典、年鑑、年表、目録、

白書、統計、法令、地図等を収集する。調べものには、参考図書以外の一般図書も必

要なため、参考図書のみを別置するのではなく、一般図書と合わせて各分野毎に混配

する。 

また、区内企業、商店、求職者等へビジネス情報、ものづくりの街あらかわに必要 

な資料や専門雑誌など、区内の産業と仕事に役立つ資料を収集する。 

 

（４） 地域資料の提供 
 

区の歴史・文化・民俗・地理等や江戸東京に関する郷土資料、区内の個人や団体が

著作、発行する資料、行政資料などの地域資料は、荒川区の地域及び行政活動を記録

するものであり、荒川区内でしか流通しないオリジナルな資料であり、失われれば二

度と入手できない資料である。また、今は利用されなくても、分類され、蓄積され、

体系化されれば、貴重な資料として新たな価値が生まれる資料でもある。後世の世代

のためにも、区の各機関と連携して網羅的に収集し、索引等検索可能な状態で体系化

して収集保存する。 

 また、自治体間の草の根交流を推進するため、友好都市に関する資料のみならず、

地方出版物の収集に努める。 

 

（５） ヤングアダルト（ＹＡ）用図書資料の提供 
 
 本離れの著しい１０代のヤングアダルト（ＹＡ）には、１０代の関心や悩みなどに

配慮し、１０代にとって等身大に見える作家が自分に語りかけてくれるような本を始

め、メッセージや本の面白さ、楽しさが伝わるようなものを中心に収集する。 

 
（６） 障がい者サービス用資料の提供 
 
 視覚障がいのある利用者向けにデイジー図書、点字図書、録音図書等を収集し、利

用者の要望に応じてデイジー図書を作成する。また、来館が困難な方への宅配用に、

点字図書・録音図書や本、大活字本、ＣＤ・カセットテープなどを収集する。  

 
（７） 雑誌、視聴覚資料、電子書籍等の提供 
 
 雑誌は発刊後間まもなく書店の在庫にはなくなるが、書籍が出版されるまでの間は

貴重な最新の情報源であり、収集と保存が必要である。各地の中央図書館並みの最大

級のタイトルを収集するとともに、第二ブロック（文京区・北区・台東区・荒川区）
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貴重な最新の情報源であり、収集と保存が必要である。各地の中央図書館並みの最大

級のタイトルを収集するとともに、第二ブロック（文京区・北区・台東区・荒川区）

間の分担保存を強化していく。 

 視聴覚資料については、現在、中心館である南千住図書館において収集提供してい

る映画フィルム・映写機等を新たな図書館に移管する。ＣＤは様々なジャンルを幅広

く収集し、ＤＶＤは教養・学習などの目的のために、紙メディアでは十分内容を知り

得ず、映像表現により内容を伝えられるもので公立図書館向けに著作権処理が済んで

いるものを収集する。さらに、電子書籍等も収集に努める。 
＊電子書籍とは：電子機器のディスプレイで読むことができる出版物。シグマブック、アマゾンキンドル、リー
ダー、iPad など電子端末が急速に普及し、１５世紀グーテンベルクの印刷革命以来の印刷の根本的変革も予見さ
れる。 

 
（８） ハングル、中国語、アジア系、英語等多文化資料の提供 
 

区内には韓国・朝鮮、中国、フィリピン、タイ、アメリカの順に多数の外国人が居

住している。区内在住外国人や国際交流を求め外国語を学ぶ区民の学習要求に応える

ため、ハングル、中国語、アジア系言語、英語等の多文化資料を収集する。 

 

（９） 全館の共同保存庫として３０万冊規模を整備 
 

資料の保存については全館の共同保存庫として、第二ブロックで永年・長期分担保

存している雑誌、旧荒川図書館の戦前からの貴重資料、過去の年鑑・統計・白書・新

聞縮刷版等の参考図書、永遠に保存すべき地域資料や利用頻度は減少したが評価と資

料価値の高い資料を中心に、当分の間は少なくとも区に１冊は保存する。現在、南千

住図書館の１０万冊規模の保存庫は既に満杯であり、全館合わせても１４万５，００

０冊の図書しか保存できない。 

新たな図書館には、３０万冊程度の規模の共同保存庫を整備する。共同保存庫は利

用者が閲覧できるよう、収容能力を考慮して、その一部を半開架書庫（又は公開書庫）

として整備する。 

  

【参考】 ３０万冊の内訳 

         年鑑・白書・統計・新聞縮刷版等参考図書  ２万冊 

      全集・基本図書              ４万冊 

      絵本・児童書の絶版資料や複本等      ２万冊 

      雑誌分担永年保存分            ２万冊 

      毎年２万冊（雑誌保存含む） １０年  ＝２０万冊 

         計                ３０万冊 
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２ 子ども読書活動を推進する図書館 

 

（１） 充実した子ども図書館の整備 
 

読書は、子どもたちの人生を豊かにするとともに、子どもたちが生きる力を自ら育

むために大切な役割を果たすものである。子どもたちは、読書によって広い世界を知

り、自分自身の考えを確かめたり高めたりする体験を持つ。そしてこの体験を通し、

考える習慣、豊かな感性や情操、思いやりなどの心を身につけることができる。 

また、調べ学習などで資料を探し、調べることにより、自分自身の知識や考え方を

確かめたり、考えることができ、好奇心と知的欲求を生み出し、分析力、文章力、表

現力を養うことができる。 

しかし、テレビやゲーム、インターネットや携帯電話の普及など子どもを取り巻く

環境が大きく変化する中で、学年が上がるにつれて子どもの読書離れが進行している。 

そのため、従来の児童コーナーや児童フロアではなく、開架３万冊規模の充実した

子ども図書館を整備し、子どもの読書活動促進の拠点とする。 

子ども図書館は、子どもにとって、楽しい、ワクワクする、面白い場でなければな

らない。さらに、子どもの目線と立場に立ち、子どもの声を大切にする、安心・安全

の場でなければならない。 

また、子どもの成長と複合施設の相乗効果を期すため、併設の児童育成施設と連携

して、読書から体験・遊びへの誘導、又は体験・遊びから読書への導入を図る。 

 
（２） 拠点施設として、子ども読書活動を一層推進 
 

子どものころからの読書は、大人への成長の礎として大切なものである。 

子どもの読書を推進するためには、何よりも、子ども自身が自主的に本に親しみ、 

主体的に読書を進めていくことが不可欠であるが、親が本好きで家庭に本が揃ってい

ると子どもも本好きになるように、子どもへの動機付けとそのための読書環境の整備

もまた、重要である。 

そのためには、家庭における読書、学校における読書、そして地域における読書の

三位一体の読書活動の促進が図られなければならない。 

子ども図書館は、学校・保育園・幼稚園・ふれあい館などへの団体貸出し、学校図

書館支援室や学校図書館指導員との連携、新小学一年生向け学校訪問・体験学習・出

前ブックトーク、勤労留学受入、学校図書館ボランティア養成講座の開催など学校図

書館や子育て関連施設等と連携して、家庭・学校・地域の三位一体の地域ぐるみの子

ども読書活動の拠点施設として、子ども読書活動を一層推進する。 
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３ 子どもも大人も親しめる絵本館 

 

子どもは、絵本の世界から想像力と豊かな心をはぐくみ、大人へと成長する。親に

よる赤ちゃんへの絵本の読み聞かせにより、赤ちゃんは言葉の柔らかいリズムと親の

肌のぬくもりを体感することによって、豊かな感受性と愛情あふれる子どもに育って

いく。 

絵本には、生きること、人を愛すること、心の在り方、人生にとって本当に大切な

ことなどが分かりやすく表現されている。多くの優れた絵本は、洗練された簡潔な文

章とそれ１枚でも力を持つ絵が共鳴し合い、独自の世界を生み出す。大人は、自分の

体験を絵や文章の行間に重ね合わせて読むことにより、みずみずしい心や無垢な好奇

心を取り戻して、人間の原点に立ち返ってこれからの人生に生かしていくことができ

るだろう。 

絵本は、子どもにも大人にも宝ものである。 

新たな図書館には、子どもはもちろん、大人も、親子も絵本に親しめるよう、子ど

も図書館と隣接して、開架規模３万冊の独立した絵本館を整備する。 

絵本館は、以下の役割を担う。 

 

（１） 絵本との豊かな出会いの場を提供 
  

絵本は、子どもが最初に出会う本である。素晴らしい絵本との出会いは、その後の

読書の礎を築く。 

 絵本館は、子どもをはじめ、あらゆる世代の区民が絵本の楽しさや素晴らしさに出

会う場である。子どもの発達に応じた様々な絵本を、広く収集・提供し、子どもの感

性や想像力、思考力をはぐくむ場とする。同時に、蔵書構成や読書環境を工夫して、

大人にも絵本の楽しさや魅力を十分に味わってもらえる場とする。 

 
（２） 絵本文化の素晴らしさを発信 
  

子どもから大人までのあらゆる世代の区民に絵本の楽しさ・素晴らしさを伝えるた

めに、読み聞かせ・ストーリーテリング・ブックトーク・ペープサート・パネルシア

ター・柳田邦男絵本大賞など絵本文化の素晴らしさを発信する多くの事業や、世界の

絵本展・絵本原画展・絵本作家と語る会などアートとしての絵本の魅力も発信する企

画等を行なう。 

また、荒川区が発祥の地といわれる紙芝居についても、収集・提供する。 
＊読み聞かせとは：親や図書館職員などが子どもたちに対し、絵本などを見せながら読んで聞かせることを言う。 
＊ストーリーテリングとは：物語を覚えて子どもたちに対して語ること。「おはなし」「素ばなし」とも言う。 
 子どもたちは耳から聞く言葉を通して活字をイメージ化し、物語を楽しむ力を養うことができる。 
＊ペープサートとは：人形劇の一種で、割箸等の両面に絵を描いたうちわのようなもので演ずる平絵人形劇を言う。 
＊パネルシアターとは：パネル布又はフランネル地をベニヤ板等に張り付けて舞台を作り、表現したいものを不織

布で絵人形にし、パネルに貼ったり取ったりしながらおはなしを進めていく劇の手法を言う。 
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（３） 絵本を通してあらかわの子どもが豊かに育つ環境を整備 

 

荒川区では、出産を迎える方への読み聞かせ講習会、保健所の４か月検診時におけ

る図書館職員によるブックスタート、おはなしボランティアや読み聞かせボランティ

アの養成、絵本贈呈事業など絵本を通した子育て支援の充実にも取り組んでいる。ま

た、保育園・幼稚園・学校などでも絵本の充実が進められている。 

絵本館は、子どもや絵本に関わる活動を行なっている関係機関や団体をはじめとし

て、新たな広がりを求めて、荒川区内の絵本を通したネットワークを築き、教育及び

子育て支援の充実を図る。 
＊ブックスタートとは：０歳から絵本とふれあい、お父さん、お母さん、おじいちゃんやおばあちゃんの抱っこ
の暖かさの中で、絵本を通して心とことばを通わせることを応援する運動をいう。図書館では保健所の４か月検
診に赴き、赤ちゃんと保護者を対象におはなしや読み聞かせなどを行い、ブックリストなどを配布している。 

 
（４） 「大人にこそ絵本を」大人のための絵本の場を提供 
 
 絵本は、子どもにも大人にも宝物である。 

絵本との出会いは、人生の折々にある。子どもの時、親になって子どもに読んであ

げる時、そして、人生の後半に自分自身のために読む時。特に、大人になって出会う

絵本では、人生経験を積んだ大人だからこそ得られる深い味わいや発見がある。 

 絵本館は、大人のための絵本コーナーや専用席などを設置し、「大人のための絵本ガ

イド」などの案内や「人生と絵本」講演会などを情報発信することにより、大人にも

絵本の魅力を伝えていく。  

 

 

４ 文学館と連携し、吉村昭氏の全著作や記録文学を貸し出す図書館 

 

複合施設には、（仮称）吉村昭記念文学館が併設される。 

 複合施設として、図書館が文学館と連携して相乗効果を図るため、図書館では、吉

村昭氏の全著作や記録文学等の図書資料を収集保存して貸し出し、文学館では、原稿・

書きつけ・手紙・取材ノート・取材記録等の実物資料を収集展示するとともに、共同

企画展示、吉村作品の舞台となった自治体の歴史・史跡・観光等の資料の収集展示、

吉村作品の映像化資料の収集貸出上映、吉村作品を読む会の開催など効果的な連携を

図る必要がある。 
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５ 問題解決支援型の新たなサービスを提供する図書館 

 

 図書館は地域を支える生涯学習拠点及び資料情報拠点として、地域や区民にとって

役立つ図書館として存在意義を確立しなければならない。図書館の利用目的や満足感

は、利用する人の状況や価値観によっても異なり、複合的かつ多種多様である。 

そのため、地域や区民の日常生活上の問題解決に必要な資料・情報を提供するとと

もに、問題解決を求める利用者の調査研究を支援するほか、関係機関とも連携して地

域・生活等の問題解決に役立つ情報を発信する。 

 
（１） 高度なレファレンスサービスの充実 
 

 区民の学習調査研究を支援するため、体系的に参考図書を収集するとともに、専任

職員を配置して質問に回答できるよう、高度なレファレンスサービスの能力を高める。

地域館におけるレファレンスをバックアップするとともに、さらに専門的かつ高度な

レファレンスについては、都立中央図書館及び国立国会図書館の協力を得て行う。 

レファレンスサービス用に百科事典、辞典、年鑑、年表、目録、白書、統計、法令、

地図等を揃えるとともに、調べものに必要なインターネット端末で商用データベース、

電子書籍等も利用できるようにする。 

 
（２） 問題解決を支援する情報環境の整備 
 

 レファレンスサービスと同様に、読書案内、主題別リストの作成、情報検索案内、

荒川区関連雑誌記事索引の作成、出版社目録や出版情報の提供等区民が自分で問題解

決できるよう情報環境を整備する。  

 

（３） 医療健康情報、闘病記等の提供 
 

 高齢社会にあって、自分の健康不安や薬への知識に対する情報提供が大きな関心事

になっている。また、「○○を飲めばガンが治る」等の薬事法に抵触したり、消費者に

誤解を与えるような出版も後を絶たない。健康や病気に不安を抱いている利用者が適

切な情報を得られるように、資料の充実が求められている。また、他人の闘病記から

患者が勇気付けられるよう、闘病記、介護記等を収集提供する。医療健康情報や闘病

記等については、図書館のＮＤＣ分類にこだわらず、利用者の関心やテーマに対応し、

慢性疾患、急性疾患、予防医学の症状別等による配架も工夫する。  
＊NDC とは：Nippon Decimal Classification 日本十進分類法の略。０から１０００までの細目表や補助区分
などから成り立ち、詳細な分類を可能とする。分類法に学問体系を従属させるためやや難があるが、配列が便利
であり、1928 年の発表以来改訂を重ね、日本の図書館界のほとんどで用いられている。 
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（４） 区内企業、商店、求職者等へのビジネス情報、資料の提供 
 
 ビジネス支援サービスの一環として、区の産業経済部や東京商工会議所等関係機関

と連携して、区内産業に役立つために、ものづくりの街あらかわに必要な資料を収集

提供する。また、商店、会社員、求職者等にも役立つビジネス情報の収集提供の充実

も図る。  

 

（５） １０代のヤングアダルトへのＹＡサービス 
 

 子どものころからの読書は人間形成に不可欠であるが、小学校から学年が上になれ

ばなるほど本離れが著しくなっている。図書館は荒川区子ども読書活動推進事業の一

環としてＹＡサービスを実施してきているが、新たな図書館では、学校図書館等と連

携して、更に充実したＹＡサービスを担う。 

 
（６） 団塊の世代、高齢者、障がい者へのサービス 
 

退職期を迎え、自分の新たな活動の場を求めている高齢者や団塊の世代もいる。ま

た、ユビキタス社会にあっても、パソコンや携帯が使えない高齢者も多い。そこで図

書館では、ボランティア活動への参加の場の提供や図書館資料の探し方案内等図書館

をもっと活用してもらうためのサービスを充実する。 

さらに、図書館利用に障がいのある区民に向けて、デイジー図書などを備え、宅配

サービス等の普及にも努める。  

 
（７） 進化したＩＴサービス、図書館発情報発信 
 

デジタルアーカイブ、電子書籍やデータベースの活用、図書館ホームページやメー 

ルの情報受発信、インターネット検索、インターネットによる図書館資料の検索・予

約、図書館間の横断検索、関連サイトへのリンク等ＩＴ先進都市にふさわしい進化し

たＩＴサービスを導入し、図書館の情報拠点化を図る。 
＊デジタルアーカイヴとは：図書館、博物館、美術館、公文書館などの所蔵品を始め、有形無形の文化資源等を

デジタル化して保存されたもの。デジタル化によって文化資源等の公開やネットワーク利用が可能となる。 

 

（８） ＩＣタグを活用した自動化の推進 
 

貸出カウンターの混雑解消、利用者のプライバシーへの配慮、蔵書点検期間の短縮 

などの図書館サービスの向上のため、ＩＣタグを活用した自動貸出機等を設置する。 
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６ 職員が親切、頼りになる、何でも聞ける図書館 

 

図書館職員は、サービス展開の要である。職員は専門性を高め、知識と情報を集積

して、区民の生涯学習を支援する。 

 

（１） 区民の目線に立った、温もりのある図書館サービスの提供 
 

新たな図書館には、赤ちゃんからお年寄りまであらゆる世代の区民が多数利用し、 

日常的に来館するとともに、長時間滞在する。 

図書館職員は、接遇の基本に立ち、区民の目線に立った、親切で決め細やかな、温

もりのあるサービスに努める。 

  

（２） 専門性を高め、企画力、選書力、レファレンス力を向上 
 

 優れた図書館サービスの成否は、職員の力量に左右される、といっても過言ではな

い。頼りになる、何でも聞ける図書館に向け、職員個人の自己研鑽はもとより、図書

館組織として職員の企画力、選書力、レファレンス力を向上させる。 
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１ 人に優しい、ゆとりのある滞在型読書環境を整備 

 

現在の荒川区立図書館は、機能や物理的条件の下で、座席数が少ない等の理由から、

利用者の滞在時間は短くなっている。利用者満足度調査においても、建物・空調等設

備、バリアフリー化、書架等備品、座席数等についての充実の要望が高い。 

 こうした制約の中でも、荒川区立図書館は、区民が身近な場所で図書館サービスを

受け、どの館からも資料が借りられ、どの館へも資料を返すことができ、ＰＣや携帯

による２４時間検索・予約ができるなど図書館サービスを充実させてきた結果、図書

館の登録者や資料の貸出点数を飛躍的に増大させてきた。とりわけインターネットに

よる予約件数が、サービスを開始した平成１３年度と比較すると、平成２０年度実績

では１５倍に激増し、ネットで検索予約し、予約資料が届いたらその都度受取館に借

りに行き、２４時間ブックポストに返却する、などの利便性・迅速性を求める非来館

型利用が増えている。 

しかし、検索だけでは、本の内容や参考文献までは探し出せない。来館して初めて

満足する設備と棚揃えの魅力、図書館という「場」に身を置くことで時を過ごし、棚

を回って予期せぬ資料を発見するなどの驚きと喜びは、非来館型利用では得られない。

新たな図書館は、従来の非来館型利用を維持しながら、来館型利用を重視し、「場」と

しての図書館を構築する。その主な目的は、滞在型知的文化的読書空間の創出であり、

生涯学習拠点として滞在型支援機能の実現にある。 

滞在型知的文化的読書空間には、次のような機能が求められる。 

 

■だれでも、気軽に、自由に利用できる  

■人による直接的な語りかけに加え、語りかける「モノ」と「装置」 

■メインコーナーの会話と人通りの適度な「ざわめき」と奥の「静けさ」が同居 

■様々な世代にとっての快適さ、居心地の良さ 

 ■アメニティと環境、ユニバーサルデザイン 

 ■家族揃って一緒に来館でき、各人の目的に応じて長時間利用できる多目的性 

 ■書架よりも、展示・開架する本・資料が主役 

 ■お気に入りの居場所が選べる多様な空間・座席・椅子 

 ■座りやすく、汚れにくい、耐久性のある、メンテナンスしやすい椅子 

■利用者が自分の今居る場所を把握でき、図書館職員の動きが見えやすい配置 

 ■窓辺の空間こそ、人に快適な閲覧空間 

 ■頭と心で満足し、舌も満足させるカフェ等の存在 

新たな図書館整備の方向性 〔５〕 
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（１） ゆったりとした配置、手に届く展示型書架 
 

一般書は大きく分けて、ポピュラーゾーン（実用書・小説・文学等）、人文書ゾー

ン（哲学・思想、歴史、芸術、言語、文学）、法経・社会ゾーン（政治、行政、法律、

経済、社会科学）、理工ゾーン（自然科学、工学）、文庫本コーナー、ＹＡサービスコ

ーナー、多文化資料コーナー、地域資料コーナー、吉村昭氏著作・記録文学コーナー

などに分けられる。 

 実用書や小説などのポピュラーゾーンや雑誌コーナーなどについては、人が本を探

している後ろを車椅子で通れるよう、十分な書架間隔を確保するとともに、少なくと

も手の届く範囲に書架の高さを押さえる必要がある。また、「平積み」「面出し」「手づ

くりＰＯＰ」など書店の陳列販売方法の良さも取り入れ、展示コーナーや展示型書架

も配置する。 

人文書や理工書などのゾーンや半開架公開書庫等については、壁面書架や高書架を

配置するなど、本の収容能力等を考慮しながら、本の分野や利用目的に応じて書架の

配置や高さを工夫する。 

 
（２） 親子で一緒に本に親しめる読書環境の整備 
 

絵本館・子ども図書館には、展示型低書架を中心とする。 

 親子で読み聞かせができるじゅうたん又は畳の部屋、子どものサイズに合わせたト

イレや家具、子ども同士が調べものができるグループ用のテーブル、大人のための絵

本コーナーや専用席、貸出用ベビーカーの配備、ベビーステーションの設置、子ども

の安全・安心を確保するための専用カウンターの配置などを工夫する。 

 

（３） おはなしの部屋の工夫 
 

各地の劇場やコンサートホールなどでは客席が階段状に配置されており、観衆の視 

線が演者に集中しやすいように、また、どこからも演者が見えるようなっている。 

絵本館・子ども図書館で行う読み聞かせや紙芝居・人形劇等の部屋は、子どもの心

や感性に直接語りかける場として大切であり、階段状に客席を配したお話の部屋を設

けるなどの工夫が必要である。この部屋は図書館で開催する絵本の読み聞かせや紙芝

居だけではなく、文学館や児童育成施設と共同開催する作品朗読会、映画会、大型紙

芝居、子ども人形劇、荒川の昔話、体験型おはなし会など行事のための多目的な場と

しても活用する。 
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（４） ヤングアダルト（ＹＡ）コーナーを設置 
 

 １０代のヤングアダルトが魅力を感じるようなヤングアダルト（ＹＡ）コーナーを

設ける。そこでは、友だち同士でグループ学習したり、他のフロアから気軽に立ち寄

れ、中の様子は見えても音がもれにくいように工夫した、半開放半閉鎖的な空間も設

ける。 

  

（５） 障がい者サービスの充実と防音室等の設置 
 

障がい者が利用しやすいように、施設・設備はバリアフリーとユニバーサルデザイ

ンを基本とする。 

来館が困難な障がい者には宅配サービスを提供するとともに、障がい者が利用しや

すいよう、デイジー図書などを置き、デイジー図書再生機（プレストーク）・対面音訳

室・録音室・視覚障がい者向け音声読み上げ機器・拡大読書器等を設置し、手助けが

必要なときには職員を呼び出せる仕組みを用意する。 

 近隣のアクロス荒川とも連携し、障がい者サービス利用者や音訳ボランティアなど

の意見を十分聞きながら、更に工夫改善していく。 

 
（６） レファレンス専用カウンターを配置 
 

新たな図書館は、街、生活、仕事、人生の大きな知恵袋として、区民の問題解決を

支援する。そのため、貸出返却等の総合カウンターに隣接して読書案内やレファレン

スのためのカウンターを配置する。利用者の目につき、気軽に相談できるよう、カウ

ンターの配置場所や形状を工夫する。 
 

（７） 自分の居場所が選べる多様な閲覧席を整備 
 

資料をゆったりと広げられるテーブル席、書架傍のスツール席、個人研究席、パソ

コン席、グループ学習席、窓辺の閲覧席など、利用者の学習・読書スタイルに合わせ

て、自分の居場所が選べる多種多様な閲覧席を４００席程度整備する。個人研究席等

についてはプライバシーを確保するために、隣席との仕切りを設ける。 

 

（８） 緑陰読書の場を整備 
 

新たな図書館は、文学館、児童育成施設との複合施設として建設され、敷地上から

の制約も想定されるが、区民が緑に触れて読書する喜びも大切にしたい。 

そのため、敷地内の植栽計画を工夫し、窓辺で外の緑が眺められる閲覧席、中庭や

デッキなどの屋外の読書空間、建物の外での緑陰読書の場などについても整備を図っ

ていく。 
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（９） 大型本などをその場で開ける専用架を設置 
 
 美術書、地図帳などの重くて大きな本は、遠くのテーブルにまで持ち運びしなくて

済むよう、配架場所に近いところで開いて見ることができる専用架を設置する。  

 
（１０） 迷わず配架場所に辿り着けるように、一目で分かるサインを設置 
 
 大規模な館内で自分の今居る場所、資料の配架場所、トイレ等の施設が一目で分か

るよう、色別ゾーン表示の案内サイン、ピクトグラム、４か国語表示など統一的なサ

インを設置する。レイアウトの変更、作家や書架分類の追加変更修正に即対応できる

フレキシブルなサインにする。ＯＰＡＣ(館内利用者用端末機)上でも配架場所を表示

する。 
＊ピクトグラムとは：Pictogram 絵文字・絵単語ともいう。単純な図で表現された視覚記号（サイン）の一つ。
車椅子サイン・禁煙サイン・非常口サインなどは国際的に標準化されている。 

 
（１１） ＩＣタグを活用し出入口に不正持出防止ゲートを設置 
 
 図書館サービスを向上するため、ＩＣタグを活用し、出入口に不正持出防止ゲート

を設置する。ゲートには、利用者には極力威圧感を与えず、無言のメッセージを発信

できるよう、装飾や加工を施し、家具との一体感をつくる。  

 
（１２） 複合施設内にブックカフェ等の飲食の場を設置 
 

 お茶などを飲みながら読書が楽しめるなどのアメニティの空間が滞在型読書空間に

求められている。最近の大型書店にもカフェ等が併設されている。 

 複合施設内に、貸出済みの本がすぐ読めるブックカフェなどや持込のペットボトル

飲料なども飲める休憩ラウンジを設置する。
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現在の図書館の開館時間は、基本的に昭和５６年以降同じであり（南千住図書館に

ついては、平成１７年度に土曜夜間の開館時間を延長した。）、区民の生活サイクルや

図書館の利用ニーズに対応できていない状況が出てきている。 

 荒川区立図書館満足度調査においても、開館日数への「満足」は６２％であるのに

対し「不満」は１２％、開館時間への「満足」は６６％であるのに対し「不満」は 

１９％に達しており、開館時間延長等の要望が一定存在している。 

 開館時間の延長には光熱水費・委託料・人件費等の新たな費用を要するが、新たな

図書館は、生涯学習の拠点施設として多数の利用者が見込まれており、様々なニーズ

が想定されるため、今後、費用対効果を十分分析し、効果的な開館時間を定める。 

 

 

３ 区民と協働する図書館 

 

 荒川区立図書館では、障がい者サービスや児童サービスにおいて、多くのボランテ

ィアの協力を得て事業を実施するとともに、ボランティア養成のための講座を開催し

ている。 

障がい者サービスにおいては、音訳者初級及び中級養成講座を開催し、音訳ボラン

ティアが朗読・校正して、デイジー図書を作成している。 

児童サービスにおいても、「おはなし（ストーリーテリング）ボランティア養成講

座」「おはなし会ボランティア養成講座」「学校図書館ボランティア養成講座」を開催

している。多くのおはなし・読み聞かせボランティアは図書館のおたのしみ会で絵本

の読み聞かせ、ストーリーテリング、紙芝居、ペープサートなどを演じ、学校図書館

サポートボランティアは学校図書館の運営を手伝い、布の絵本のボランティアは布の

絵本の製作に携わっている。 

区（図書館）と区民はパートナーとして、共有財産である図書館の活用を図らなけ

ればならない。 

図書館に関心のある区民や様々なボランティア活動に参加したい区民も多い。 

図書館のボランティア活動は、参加する区民にとって、それ自体が生涯学習であり、

社会貢献活動であって、自主的かつ主体的な営みである。 

新たな図書館は、区民の生涯学習要求に応える新たな社会貢献活動の場として、図

書館に関する様々なボランティア養成講座を実施するとともに、講座修了者にボラン

ティアとして活躍していただく機会を提供する。 

 他自治体の先進事例においても、市民に愛され、信頼されている図書館は、市民の

ボランティア活動に支えられていることが多い。 

２ 開館時間等の延長を検討 

-  37  -



     

 

 多くの区民の自発的な参加により、新たな図書館の運営が支えられることは、新た

な図書館が、区民に親しまれ、利用され、区民の間に読書や活字文化がより深く浸透

していくことにもつながる。 

 そのため、建設段階から、ボランティア活動への参加を希望する区民を中心に「図

書館友の会」等の活動を起こし、図書館に対する区民の関心を高め、協働の気運を醸

成していくことも大切である。 
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第２節  （仮称）吉村昭記念文学館 
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〔１〕 作家・吉村昭氏と荒川区 
 

 

１ 作家・吉村昭氏略歴 

 
作家・吉村昭氏は、昭和２年(1927)、東京府北豊島郡日暮里町大字谷中本

（現：荒川区東日暮里六丁目）に生まれ、18歳までを日暮里で過ごした。 
東京市立第四日暮里尋常小学校（現：ひぐらし小学校）、私立東京開成中学

校を経て、学習院大学に進学。在学中から文学を志す。 
昭和 41 年（1966）、「星への旅」が第２回太宰治賞を受賞するとともに、同

年ベストセラーとなった「戦艦武蔵」は、記録文学に新しい分野をもたらした
作品として高い評価を受けた。 
純文学的な小説だけでなく、戦史や歴史を素材とした、緻密な取材と徹底し

た調査に基づく記録性の高い作品を数多く発表し続け、日本芸術院賞を始めと
する数々の文学賞を受賞。日本文藝家協会理事、日本近代文学館理事、日本芸
術院第二部長の大役を担うなど、我が国の文学界に多大な功績を残した。 
代表作は「戦艦武蔵」、「ポーツマスの旗」、「桜田門外ノ変」、「彰義隊」など。 
平成18年 7月 31日、79歳で逝去。 
 
 

２ 作家・吉村昭氏と荒川区 

 
吉村昭氏は、徹底的な資料調査、現地調査によって浮かび上がる「事実」を、

抑制された文章を用いて作品化し、「限られた時間を完全燃焼して生きた人間
（『私の創作ノートから－シーボルトとその周辺』）」の姿を克明に描き続けた作家であ
る。 
また、生涯、故郷への強い思いを抱き続け、故郷である日暮里について記述

したエッセイを始め、区内を舞台とした純文学作品（「孤独な噴水」ほか）や、
歴史小説作品（「彰義隊」ほか）なども数多く発表している。 
それらの作品は、いずれも優れた文学作品であるのみならず、その時代の様

子や人々の暮らしぶりを伝える貴重な資料ともなっている。 
そのような観点から、吉村氏の業績を後世に伝え、その精神を次代へと継承

することは、吉村氏と同時代に生きる私たちの責務であると言える。 
荒川区では、平成４年、吉村氏に対して区民栄誉賞を贈るとともに、吉村作

品が広く読み継がれるよう、日暮里図書館内に吉村昭コーナーを設置し、吉村
氏から寄贈された愛用品類、原稿等を展示してきた。 

 
〔1〕 
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そして平成 18 年１月、区は吉村氏に対して、吉村氏を顕彰し、将来の荒川
区民が吉村文学を通してより深く文学や文化芸術に触れる契機を提供すると
ともに、荒川区における文化を深めていくことにも寄与する文学館を設置した
い旨、申し入れを行った。 
これに対し、吉村氏は「区の財政負担にならぬ範囲で実施すること、できれ

ば図書館のような施設と併設すること。」を条件に文学館の設置を承諾し、資
料提供を約束した。 
 
 

３ 関連資料調査・研究の経過 

 
平成19年 3月、吉村氏夫人である作家・津村節子氏から区に対し、吉村昭氏

所蔵資料（自筆原稿、書籍類、資料、愛蔵品等）が寄託された。 
その後も自筆原稿、写真、ビデオテープなどの追加資料が寄託されており、

平成 21 年度末の時点では段ボール箱にして総数 170 箱を超える量となってい
る。そのうち、自筆原稿は26作品分、その他の大多数は書籍（著作２０３冊、
掲載雑誌８５冊、参考図書類１８０２冊）である。 
これらに加え、区が所有する吉村氏関連資料は、吉村氏が生前、区に寄贈し

た愛用品類（日暮里図書館において保管、展示）のほか、平成 20 年度に購入
した自筆原稿等がある。 
また、平成21年 7月、津村節子氏より、吉村氏が愛用していた書斎家屋（木

造漆喰造、平屋、建築面積 約 45 ㎡）の寄贈申し出があり、文学館の進捗に
あわせ、移設することとした。 
なお、区が保管する全ての資料及びその他吉村氏に関連する資料については、

教育委員会事務局社会教育課に設置された文学館調査担当において調査研究
を行っている。 

 
 

４ 記念事業等の実施 

 

（１） 平成１８年度実施事業 

 

  ８月  お別れの会（実行委員会主催） ホテルラングウッド   
１２月 吉村昭氏寄贈資料展  区役所１階ロビー 
１月  作家・吉村昭氏を偲ぶ講演と鼎（てい）談「吉村昭を語る」 

サンパール荒川  
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基調講演 瀬戸内寂聴氏  
鼎談 瀬戸内寂聴氏・津村節子氏・大河内昭爾氏 
参加者数 １，２５０人 

３月  荒川区民カレッジ「吉村昭さんの思い出」  
参加総数１９０人（全３回合計） 

 
 

（２） 平成１９年度実施事業 

 
７月  追悼講演会「吉村昭と東京の下町・戦争」日暮里サニーホール  

基調講演 作家・加賀乙彦氏 
座談会 司会・松田哲夫氏（筑摩書房専務取締役）、大村彦次郎
氏（講談社文芸出版部長・常務取締役）、加賀乙彦氏（作家）、澤
野孝二氏（友人） 

参加者総数 ４５０人 
７～9月 企画展「彰義隊とあらかわの幕末」荒川ふるさと文化館 

第二室「吉村昭の書斎から―日暮里・『彰義隊』」で著作、年譜、
写真、「彰義隊」生原稿等を展示 

 
 

（３） 平成２０年度実施事業 

 
7月  追悼イベント「吉村昭の世界」 日暮里サニーホール  

一人芝居「梅の蕾」、朗読、オペレッタ 参加者 約６００人 
10～11月 記念企画展「作家吉村昭の誕生」 荒川ふるさと文化館 

「戦艦武蔵」を発表するまでの吉村氏の作家活動中心に紹介   
総来館者数 ２，１６６人 

11月 特別講演会｢吉村昭のふるさと｣ 荒川ふるさと文化館 
      講師川西政明氏（文芸評論家） 参加者 ５９人 
 
 

（４） 平成２１年度実施事業 

 

６～７月 記念企画展「作家・吉村昭のふるさと」 荒川ふるさと文化館 
吉村氏の生立ちや荒川区を舞台としている作品を紹介  
総来館者数 １，７８２人 
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６月  特別講演会｢吉村昭について｣ 荒川ふるさと文化館 
講師沢木耕太郎氏（作家） 参加者 ９０人 

 
 

（５） その他の事業 

 
 平成４年度に設置した日暮里図書館の吉村昭コーナーに加え、平成１８
年度以降、南千住・荒川・尾久・町屋の各図書館において吉村昭著作コー
ナーが設置されており、作品紹介パネルの展示なども実施している。 
 平成２１年度、日暮里図書館吉村昭コーナーの展示内容を見直し、充実
を図った。 
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   (仮称)吉村昭記念文学館設置に向けた 
計画の検討 

 

 

１ 文学館に関する基本調査報告   
                

荒川区出身の優れた作家である吉村氏の業績を後世に伝えることは、吉村氏
と同時代に生きる私たちの責務であり、吉村氏を記念する文学館の設置は、将
来の荒川区民が、吉村文学を通して、より深く文学に触れたり、個々の人間性
を高めるとともに、荒川区における文化を深めていくことに寄与するものとい
える。 
そこで、平成１８年度、学識経験者、区議会、地域関係者等、計１７人で構

成される懇談会を設置し、荒川区出身の作家・吉村昭氏を記念する文学館のあ
り方、基本的な方向性について様々な視点から検討を進めた結果、基本的な考
え方を以下のとおりまとめた。 
 
○ 吉村文学の拠点として、作家・吉村昭の業績とその作品世界を紹介する 

数多くのファンを持つ作家・吉村昭とその作品に関して、最も多くの
資料と情報を蓄積するとともに、それらを生かす幅広い活動の展開によ
り、国内外に作家・吉村昭の業績とその作品世界を紹介する。 

 
○ 文学を核に幅広い文化領域と連携し、荒川区における文化の醸成を図る 

荒川区における文学の拠点とすることに加え、文学、文化、芸術など
の幅広い活動を展開し、区民の文化活動の活性化と荒川区における文化
の醸成に寄与する。 

 
○ 子どもたちをはぐくむ 

次代を担う子どもたちの育成に寄与するため、広く文学や地域に興味を
持つきっかけとなるような活動を展開する。 

 
○ 観光振興に寄与する 

周辺地域との連携、活発な活動を通じた幅広い情報発信など、荒川区の
観光振興も視野に入れた活動を促進する。 

 
○ 国内外との連携を図る 

吉村文学の舞台は、日本各地はもとより海外にも及ぶ。作品の舞台とな
った地域や関連する施設・機関などと交流を図り、連携した活動を展開す
る。 

 
〔2〕 
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○ 効率的な施設整備、施設運営を行う 

複合施設として整備することにより、複合する施設との機能連携を図り、よ
り充実した活動を展開するとともに、施設整備や運営にかかわる負担の低減も
図る。 
 

○ 検討すべき課題 

以上の考え方に加え、検討すべき課題として以下の6点が挙げられた。 
・ 集客を確保するための工夫 
・ 収蔵庫の充実 
・ 展示理念の確立 
・ 展示の工夫 
・ 小中学生に作家吉村昭の足跡を伝える工夫 
・ 職員体制の構築 
 

 

２（仮称）吉村昭記念文学館基本構想 

 
平成１９年度、学識経験者、区議会、地域関係者等、計１８人で構成される

基本構想委員会を設置し、前述の基本調査報告に提示された課題を踏まえ、吉
村昭を中心にすえた荒川区の文学館の目的や基本理念を始めとする、文学館に
関する基本方針を策定した。 
 

（１）文学館の目的 
 

○ 荒川区出身で文学界に大きな足跡を残した作家、吉村昭氏の功績を顕彰す
る。 

○ その精神を次代へと継承し、区における文化のさらなる振興・発展へと結
実させる。 

○ 来館者が「見ること」「読むこと」「考えること」を通して、心を豊かにし、
知的好奇心を満足させることができる。 

○ 幅広い文学、地域ゆかりの芸術文化を始めとする幅広い芸術分野に親しめ
る。 

  

（２）文学館の基本理念 
 

ふるさと荒川区を愛した作家・吉村昭氏の作品と足跡を基礎として、 
幅広い文化活動の展開を図り、荒川区の文化振興に寄与する文学館 

 

-  46  -



 

［ 文 学 館 ］ 

区民・研究者・愛好家などの活動参画 

展  示 学び 

広報・利用者サ
ービス 

資料収集･保管

調査研究 

情報提供 

 

（３）文学館の機能 
 

本文学館では、基本理念の実現に向けて、
吉村文学を中心とする文学研究を行い、多
くの区民を始めとする人々に吉村文学と
ふれあう機会を提供する。 
さらに、文学をきっかけとした体験や交

流を通して、人々が心を豊かにしたり、人
間性を深めたりできる場の構築を目指す。 

 
 

（４）事業活動 
 

文学館が区民を始めとする人々に親しまれ、その存在価値を高めていくた
めに、それぞれの活動を有機的に連携させながら展開する。 
 
① 資料収集・保管 

吉村文学に関連する幅広い  
資料を収集・保管する。 

 
② 調査研究 

吉村文学にかかわる情報を集
積し、吉村文学の魅力や精神の
探求など、文学館の基礎となる
活動を展開する。 
 

③ 展示 
吉村文学に関する資料収集や

調査研究を基盤とし、基本理念
に沿った充実した展示活動を展
開する。 
 

④ 学び 
吉村文学を始め広く文学に対する理解と関心を深め、さらに幅広い芸術

文化にふれるため、各種活動を展開。一般向けの講座や講演等の活動に加
え、小中学生を対象とした、吉村文学に親しむきっかけとなる活動も展開
する。 

 

 

 文学を 
通して 
心を育む 
学習の場 

 
幅広い 

芸術文化に
親しむ場 

 
荒川区の 
魅力を 

発信する場

吉村文学の
研究拠点 
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⑤ 情報提供 
資料収集や調査研究などの事業活動の成果を活用し、吉村文学に関わる

情報拠点として、幅広い利用者に吉村文学にかかわる情報を提供する。 
 
⑥ 広報・利用者サービス 

より多くの人々が訪れ、継続的に利用される文学館を目指し、広報活動
やミュージアムショップなどを効果的に展開する。 
 
⑦ 活動参画 

区民や区内の事業者、全国の吉村文学ファンなど幅広い人々と連携する
ための仕組みを整備する。 
 
 

（５）施設整備 
 

複合施設としての整備を検討しており、併設する施設との連携を図る。 
また、幅広い事業活動の活性化に寄与するため、次の観点を踏まえた施設

とする。 
・ 吉村文学とのふれあい 
・ 利用者が安らぎとゆとりを感じられる空間 
・ 複合機能との有機的な連携による機能の向上 
・ 資料の安全性への配慮 
・ ユニバーサルデザイン 
・ 環境負荷の低減による効率化 

 
＜部門構成と部門別面積＞ 

部門 主要諸室 想定規模 

展  示 
常設展示室､準常設展示室､企画展示
室､ 
展示準備室 等 

400㎡

教育普及 多目的室､情報･図書コーナー 等 100～120㎡
収  蔵 特別･一般収蔵庫､保管庫 等 130～250㎡
管理･研究 館長室､事務室､学芸研究室 等 110㎡

共  用 
エントランスホール､トイレ､廊下､階
段等 

機  械 空調､電気等の機械設備 
460～520㎡

計 1,200～1,400㎡
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３ 展示基本計画の内容 

 

（１） 展示のテーマ  
 

「作家・吉村昭を感じる」 
 

人間のありのままの姿を愛し、それを静謐
せいひつ

な、ときに情熱を秘めた文体で
表現し続けた作家・吉村昭。 
本文学館は、吉村昭氏の生涯と作品をめぐる展示をとおして、人間・吉村

昭と吉村文学の魅力を全身で感じることができる空間の創出をめざす。 
 
 

（２）利用者にあわせた展示の展開 
 

積極的な利用者 ： 吉村文学ファン、文学ファン、歴史小説ファン、歴史
ファン、文化に関心の高い区民 

吉村文学の特徴や業績、同時代の作家などに関する展示により、興味関
心を満足させる知識や情報を提供する。 

 
一般的な利用者 ： 一般利用者､小中学生 

荒川区に生まれ、文学界に足跡を残した吉村昭氏の人となりを紹介する
とともに、文学や芸術文化に関する幅広い展示を行い、文化全般への興味
関心を抱く契機を提供する。 

 
 

（３）展示すべき内容の方向性 
 

常設展示 ： 「一般的な利用者」にも分かりやすく、興味を惹きつける
ような展示 

準常設展示・企画展示 ： 「積極的な利用者」の知的好奇心を充たす、
より深く充実した情報の提供 

 
 
 
 
 
 
 
 

常設展示 企画展示 準常設展示 

・荒川区と吉村昭 

・吉村昭の生涯 

・吉村文学の全体像 

・特定の作品の世界 

・吉村文学のテーマ 

・吉村昭の文学交友 

・特定の作品の世界 
・歴史小説 
・幅広い文学 
・歴史 
・荒川区の文化 
・幅広い芸術文化 等 
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◆導入展示（書斎復元） 

（４） 展示の全体像 
 

① 常設展示  
荒川区で過ごした少年時代から晩年に至る生涯、吉村作品の重要なテーマ

や吉村昭の文学を探る上で重要な要素を紹介する固定的な展示 
 

 
・ 書斎を中心とした導入    

（上図A、B） 
書斎復元、作家・吉村昭

の業績紹介 
 
・ 作家への道程（同C、D） 

昭和10年ころの日暮里、
家族、少年時代、戦争・空
襲、病気 

 

［展示構成イメージ］ 

来館者 Ａ．作家の居場所 

Ｂ．吉村昭の足跡 

企画展示 

常設展示 

準
常
設
展
示 

常設展示 

［導入展

示］ 

Ｃ． 
下町日暮里 
商家の 

生まれ 

Ｄ． 
二十歳の 
原点 

Ｉ.  
死のある
風景 

Ｆ． 
｢星への旅｣

と 
｢戦艦武蔵｣

Ｅ． 
私の 

文学漂流 

Ｈ． 
町の 
出来事

 
テーマＡ

 
テーマＢ 

 
テーマＣ 

「特定の作品の世界」、「歴史小説」、「幅広い文学」、
「歴史」、「荒川区の文化」、「幅広い芸術文化」な

ど、多彩なテーマの企画展 

「ゆかりの地
巡り」や「文
学散歩」へ 

 Ｇ． 
ひとり旅

Ｊ.  
津村節子の

世界 
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◆ 常設展示基本ユニット案 
実物資料の展示ケースと文字による解説、写真や抜粋原稿などをを組み合わ

せた展示ユニットを用いて、各テーマの内容をコンパクトに紹介 

・ 吉村昭の文学世界（同E～I） 
影響を受けた作家の紹介、北原節子との出会い、結婚と家庭、代表作

品の紹介 
 

・ 津村節子の世界（同J） 
代表作品紹介、津村節子が語る吉村昭の姿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
②  準常設展示  

常設展示に組み込めなかった作品から代表的な作品をピックアップして、掘
り下げる展示 
定期的に対象作品を入れ替え、常に新鮮な情報を提供するとともに、大規模

な企画展示を行う場合には撤去できる可変的な展示とするため、十分な規模の
展示倉庫を備える必要がある。 

 
 
 
 
 
 

 
 

◆ 準常設展示IMAGE 
可動式・自立式の解説パネル
と文箱ユニット展示で構成。
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③ 企画展示  
吉村昭の特定の作品やテーマについて深く掘り下げる展示のほか、多

くの人々に足を運んでもらえるよう、吉村文学のみならず広範な文学全
般や荒川区の文化をも対象とした幅広いテーマの展示を実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 企画展示・可動式展示IMAGE 

展示内容に適した空間及び導線を実現するため、可動展示パネルを採用する。

これにより、室内構成の幅が広がり、ウォールケースについても展示物等を動

かすことなく、展示空間を変化させることが可能となる。 
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   (仮称)吉村昭記念文学館の 
整備に向けた考え方 

 

 

１ (仮称)吉村昭記念文学館の特色 
 

（１） 望まれる文学館の姿 
 
「文学館」とは、そこへ行き、資料を読み、読んだものの背景を理解し、作家

の思いやテーマを学んでいくことができる、「学び」の場である。 
この点において文学館は、区民のみならず全国の方に対して開かれた施設であ

ると言える。 
したがって、本文学館は様々な来館者の興味関心をひきつけるような展示を積

極的に展開すると同時に、来館者が一度の来館にとどまることなく、何か手伝え
ないか、何か一緒にやれないか、といった思いを抱いていただけるような工夫を
こらし、再度来館することを誘うような運営を日常的に行っていく必要がある。 
 
 

（２） 作家・吉村昭の特徴を生かした活動 
 

「戦艦武蔵」、「ポーツマスの旗」、「彰義隊」など、記録や歴史を素材とした長
編小説が代表作として挙げられることの多い吉村昭氏だが、その作品で取り上げ
た素材は、歴史以外にも、家族、動物、医学など多岐にわたる。また、純文学的
な短篇も数多く発表している。 
このような作品世界の広がりを可能な限り紹介するため、展示基本計画におけ

る常設展示案は、敢えて網羅的な構成となっている。 
しかし、いずれの作品も綿密な調査に基づいて執筆されたものであり、いわば

「記録性」という共通した特徴を持っている。 
そこで、本文学館は、このような吉村作品の特徴に着目し、作品を素材としな

がら、氏が生涯貫いた「資料に忠実に執筆する」ことの意味を問いかけ、「記録
が問いかけるもの」、「歴史・時代が問いかけるもの」を学べる場という方向性を
鮮明に打ち出し、奥行きのある活動に結び付けていくべきであると考える。 
とりわけ、荒川ふるさと文化館と積極的な連携事業を展開するのみならず、近

隣区の文学館等や、長崎、水戸、大津など、吉村作品の舞台となった自治体に対
しても本文学館を積極的に広報し、資料貸借を始めとする具体的な連携を図る。 
同時に、それらの地域を展示の中で紹介していくことは、来館者が広範な吉村

文学の世界を身近に感じることを可能にし、かつ、観光振興にも寄与するものと
考えられる。 

 〔3〕 

-  53  -



 

２ 施設の整備について 

 

（１） 展示空間の整備 
 
本文学館は、吉村昭を中心にしながら、文学への親近感・広がりを持った展示

等の事業を行うことにより、多くの人々が広く文学への接点を持てるよう誘うも
のである。 
このため、固定的な常設展示空間を除き、準常設展示・企画展示の展示空間に

可変性を持たせる、ダイナミックな展示を実現する必要がある。 
この場合、固定的な設備であっては来館者の導線等含めて変化の乏しい空間と

なりがちであるため、例えば文学館の中にギャラリーを設け、美術展をも含めた
様々な企画展を行うことができるような、自由な発想に基づく企画展示の設計を
可能にする設備を整備することが望ましい。 

 
 

（２）書斎の活用 
 

吉村氏は、あるがままを忠実に模写していくような静謐な文体を駆使し、様々
な時代、様々な場所、様々な状況において懸命に生きる人々の姿を克明に描き続
けた作家であり、その執筆活動は、書斎と調査地とを往復し、書斎で考え、現地
で調べ、そして書斎へ戻って執筆する、という行為の繰り返しであった。 
従って、現在、夫人である津村節子氏から寄贈の申し出を受けている書斎家屋

は、吉村氏の世界を体感するうえで非常に重要な資料であり、できるだけ来館者
の目に触れ、記憶に残る光景を提示できるよう、来館者の動線を配慮した位置に
移設されることが必要である。 

 
 

（３） 収蔵及び研究機能の充実 
 
本文学館は、区民を始めとする多くの人々が広く文学への接点を持てるよう、

幅広い文学をテーマとして取り上げるとともに、地域ゆかりの芸術文化をはじめ、
幅広い芸術分野をも視野に入れた、枠にとらわれない文学館を目指している。 
したがって、吉村文学に関する資料収集及び研究成果の蓄積はもとより、幅広

い分野にまたがる資料収集及び研究を行う必要があるが、膨大な資料を保管し、
調査し、活用していくためには、適切な規模の収蔵スペースと研究スペースの確
保が不可欠である。 
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３ 展示手法について 

 

（１） 資料の特性を生かした活用方法・展示方法の研究  
 
吉村文学の特色である「記録性」の高い歴史文学、記録文学は、現場と現物の

見方、現場に立つ、行くことの大切さ、面白さを伝えるものであり、取り上げる
べき素材が非常に多い。 
例えば、「高熱隧道」＝仕事への情熱、「戦艦武蔵」＝戦史研究、「桜田門外ノ

変」＝時代・水戸など、その作品から学べる事柄は非常に多岐にわたるものであ
り、その時代に生きた人たちを「現場」で体験的に学べるような展示を実現する
ことができれば、それは単なる展示だけでは収束しない、来館者に大きな余韻を
残す事業として期待できる。 
しかしながら、文学館の展示は一般的に、原稿・単行本・書簡等が並ぶだけの

静的な展示になりがちであり、目まぐるしい時代の変化の中で、いかにして動的
な展示として新しく展開していくか、という点が課題となる。 
そこで、色彩や映像の持つ力を生かしながら、吉村氏のインタビュー音源や取

材写真、メモ類等を活用し、氏の取材の広さ・作品舞台の詳細などを作家の目線
も含めて映像化することにより、視覚に訴える展示空間を構築すべきであると考
える。 
 
 

（２）子ども達に向けた展示手法 
 
吉村作品は情報量も多く、小学生等には難しい作品がほとんどであるが、「東

京の下町」を始めふるさとに触れたエッセイも多く、また、「めっちゃ医者伝」
のように当初から中高生向けに書き下ろされた作品もある。 
次代を担う子どもたちには区の先人として是非とも知っておいてほしい存在

であり、子どもの時に「吉村昭」という存在を知ることで、大人になってから自
ら吉村作品を手に取ることにもつながると考えられる。 
このため、来館した子ども達が自分と関連した興味を発見できるよう、そして

記憶に残るよう、動くものや色彩で捉えられるような、視覚に訴える展示方法を
検討し、実現すべきと考える。 
作家の原資料は比較的大人向けと言えるため、子ども向けにはマンガで展示す

るなど（福沢諭吉記念館）の手法も参考としながら、子ども達や若い世代の人た
ちに対しても、吉村文学のメッセージをダイレクトに伝える展示を構成すること
が望ましい。 
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４ 特色ある刊行物の作成について 

 

（１） 初期単行本の復刻 
 

荒川区における吉村昭は、十和田湖の養殖・和井内貞行や秋田・鹿角市の内藤
湖南のように、特別な存在である。 
本文学館及び図書館においては可能な限り著作本の収集に努める必要がある

が、吉村氏の単行本は現在稀少になりつつあり、特に初期の単行本は古書店にも
余りない状況にある。 
そこで、単行本の復刻を始め、この施設でしか手に入らないグッズを企画し、

利用者向けに頒布することにより、更なる吉村作品の普及と読書勧奨に努める必
要がある。 

 
 

（２）副読本の作成 
 

本文学館は、次代を担う子ども達の育成に寄与し、子ども達が広く文学や地域
に興味を持つきっかけとなるような活動を展開する施設である。 
そこで、吉村氏が子ども達に向けて執筆した作品や、郷土の歴史を伝える貴重

な作品でもある自伝的な作品を積極的に紹介していくとともに、新たに吉村氏の
人物伝を書き起こし、本文学館において頒布したり、副読本として採用すること
により、親しみやすい形で吉村氏の文学世界を紹介していくことが可能である。 
また、副読本とリンクする内容の展示やイベント等を行うことにより、さらに

子どもたちの興味関心をひきつけることができると考える。 
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５ 文学館事業の運営について 

 

（１）文学館運営における外部意見の反映 
 
展示基本計画に提示されているように、広範な研究の集積を発信する機会である

展示活動、あるいは講座的な事業を始めとする利用者参加型のソフト的な活動には、
専門的な来館者に向けた側面と一般的な来館者に向けた側面とがあり、いずれもお
ろそかにはできない。 
そこで、既に設置されている文学館推進委員会を発展させ、アドバイザリー委員

会のような仕組みを作り、幅広い見識に基づく意見を集約していくべきと考える。
そして、文学館運営が実質的に始まる開館準備段階、更には開館後においても、利
用者の様々なニーズに応える文学館として機能するよう、集約された意見を文学館
の運営に反映させていくべきである。 
 
 

（２）外部プロデューサーによる企画展示 
 
展示基本計画では、専門的な来館者に向けた展示内容と一般的な来館者に向けた

展示内容の必要性を提示しており、その実現に当たっては、様々な研究の集積に加
え、斬新なアイデアとそれを具体化する労力が不可欠であると言える。 
しかし、展示内容の発案を学芸員にのみに求めた場合、企画する視点や内容、あ

るいは展示構成の幅を広げることが困難になる場合が予想される。 
そこで、様々な切り口から幅広い展示を展開し、利用者に対して多面的な視座を

提示していくため、吉村氏とゆかりのある作家や著名人が、その独自の視点に基づ
く個性的な展示を企画し、講師として講演もしていただくような、外部プロデュー
サーによる展示の展開についても検討すべきと考える。 
 
 

（３）利用者参加による事業運営 
 
文学館における日常的な研究活動については、学芸員による研究のみならず、利

用者の参加をも含めた研究体制や研究成果の集積方法などを検討し、実施すること
が望ましい。同様に、資料収集に関する情報についても、区民を始め利用者から積
極的に情報を得られる仕組みを作ることで、効率的に資料を収集できると考えられ
る。 
また、１年～２年に１回程度、インターネット等を活用して企画展の展示テーマ

及び内容を一般公募し、利用者との協働による企画展を実施することにより、利用
者参加型の文学館としての特色を打ち出すことが可能になると考えられる。 
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第３節  児 童 育 成 施 設 
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１ 施設整備の背景 

未来に向けて明るく活力あるまちを築いてい

くためには、次代を担う子どもたちが生き生き

とたくましく、夢をもって心豊かに成長できる

よう支えるとともに、区民が安心して子育てで

きる環境の充実を図る必要がある。 

荒川区は、これまでも児童憲章、教育基本法

を始めとした子どもにかかわる関係法令並びに

荒川区基本構想に基づき、すべての子どもたち

の幸福を図るため、多様な子育て支援及び教育に関する施策の推進に努めてきた。 

しかしながら、変化の激しい社会にあって、家族形態の多様化、生活様式や価値

観の多様化、情報化の進展など、子どもたちを取り巻く環境に与える影響は大きく、

多くの問題が指摘されているところである。 

こうした中、区は、このような子どもたちを取り巻く様々な問題の解決に寄与し、

未来の守護者である子どもたちの笑顔があふれるまちを目指し、子どもたちが楽し

める場所、子育て支援や教育の拠点となる児童育成施設の必要性について、調査・

検討を進めてきた。 

 

２ これまでの経過 

このような背景の中、区は平成18年度に子育て支援部を創設し、また、平成19年3

月には荒川区学校教育ビジョンを策定し、今日までの間に170余りの子育て支援や教

育の施策を実施するなど、基本構想に掲げる目指すべき六つの都市像の一つ「子育

て教育都市」の実現に向けて、特に力を入れて取り組んできた。 

そして、児童育成施設の整備について議論を深める中、平成20年度には施設を整

備する用地のめどがついたことから、庁内にプロジェクトチーム（以下「ＰＴ」と

いう。）を立ち上げ、具体化への検討を行ってきた。 

庁内ＰＴでは、現在の子どもたちを取り巻く状況や問題課題を分析し、どういっ

た問題が起こっているか、解決すべき点はどこか等について抽出して議論するとと

もに調査・研究を行った。 

そして今般、区民により親しまれ活用される魅力的な施設を整備するため、学識

経験者、議会、区民代表の皆様の御意見を伺い、専門的な視点を始め様々な角度か

ら施設の検討を進めるべく、複合施設の設置及び運営に関する懇談会を設けたとこ

ろである。 

背景、経過と現況 〔１〕 
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３ 荒川区の子育て支援及び教育施策・関連施設等の状況 

区内には、乳幼児を連れた親や子どもたちが自由に遊んだり、行事に参加するこ

とができる「ふれあい館」、「ひろば館」が各地域に整備されているほか、子どもと

家庭の総合的な支援の窓口となる「子ども家庭支援センター」等が整備されている。 

 児童育成施設の整備・運営に当たっては、区の子育て支援及び教育に関する施策

との連携を図ることはもとより、ふれあい館、ひろば館、保育園、幼稚園、小中学

校等を始めとする関連施設との連携・役割分担に留意することが求められる。 

 

＜現在の荒川区の子育て支援及び教育施策推進状況（施策の概要）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 子育て支援及び教育に関する施策を「子ども」「家庭・地域」「集いの場」「子育ての担い手」と
いう四つの視点で区分。施策の中には、親子や異なる年齢層の人々との交流事業など、事業対
象を複数に設定している場合があり、四つの視点を横断して推進されているものがある（例：「子
育て環境の整備」など）。 

※ 参考資料  
Ｐ．101 荒川区の児童育成施策推進状況 詳細例（1）～（4） 
Ｐ．105 周辺施設リスト １）～４）

 

子育て環境の整備 

体験学習等の推進 

青少年健全育成運動の支援 

子育ての
担い手 

子育て環境の整備 

体験学習等の推進 

余暇を利用した学習機会の提供 

集いの場 

子育て環境の整備 

多様な子育て支援の展開 

家庭・地域 

子どもの健全育成 

生涯スポーツの推進 

子育て環境の整備 

体験学習等の推進 

確かな学力の定着・向上 

子ども 

創意と工夫にあふれた教育の推進 

余暇を利用した学習機会の提供

伝統文化の継承と都市間交流の推進 

生涯学習活動の支援 

生涯スポーツの推進 

図書館サービスの充実 

青少年健全育成運動への支援 

子育て環境の整備 

多様な子育て支援の展開 

家庭・地域 

子どもの健全育成 

生涯スポーツの推進 
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＜荒川区内及び周辺の子育て支援及び教育関連施設等の設置状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ふれあい館・ひろば館の子ども関連事業】   乳幼児を連れた保護者や、子どもなら誰で

も自由に遊んだり行事に参加したりすること

ができる施設   小さい子ども向けには、親子で気軽に立ち

寄り集う場所を提供する「親子ふれあいひ

ろば」などの多彩な事業を実施   小学生等が参加できる事業では、工作・手

芸や運動遊び、サークル活動等を実施   その他、親向け事業の「親育てあらかわ

塾」のほか、縁日や文化祭、高齢者との交

流会、乳幼児と小学生の交流事業、貸室

事業などを行っている。 

※参考資料 

Ｐ．101 荒川区の児童育成施策推進状況  
詳細例（1）～（4） 

Ｐ．105 周辺施設リスト １）～４） 
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１ 子どもや子育てをめぐる現状と課題 

荒川区は、歴史と伝統文化にはぐくまれた温かな地域コミュニティを基盤とした

「人情味あふれる心温かいまち」である。最近では、地域によっては、再開発やマ

ンション建設等に伴い、子育て世代を含む新たな区民を数多く迎える状況も生じて

いる。 

また、少子化や核家族化の進行、家族形態の多様化や親の就労形態の変化、区民

の価値観やライフスタイルの多様化など、子どもや子育てを取り巻く環境は大きく

変化してきている。 

ここでは児童育成施設の検討に当たり、こうした社会状況の変化を踏まえながら、

「子ども」、「家庭」、「地域社会」、「人材育成・ネットワークづくり」の四つの視点

から、それぞれ現状と課題について整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 少子化社会の進行 

● 核家族化の進行 

● 家族形態の多様化 

● 親の就労形態の変化 

● 情報化の進展 

● 人々の価値観や生活様式の多様化 

● 治安や子どもの安全に関する不安の増大 

● 親の経済格差の広がりや固定化、子どもの

教育への影響 

など

社会状況の変化 

  現状と課題 ～キーワード～ 

① 遊び時間の減少、遊びや生活の中での直 

接体験・実体験の不足、子どもの負担の増大 

② 遊びの内容や質の変化。自ら気づき、考 

え、工夫して遊ぶ機会の減少 

③ 同世代との交流機会の減少 

④ 遊びから学ぶ社会性やコミュニケーション 

力、思いやりの心や忍耐力等の不足 

(1) 子ども (2) 家庭 

① 子育てしている人の孤立化や負担・不安の

増大 

② 親子の時間やコミュニケーションの不足 

③ 親の子育てに関する知識や経験の不足、 

家庭の教育力の低下 

④ 過保護・過干渉に伴う子どもの自主性・主

体性の低下 

(3) 地域社会 (4) 人材育成・ネットワークづくり 

① 子どもが地域で安全にのびのびと遊べる空

間の減少 

② 地域における青少年の居場所の不足 

③ 異世代との交流機会の減少、人との直接

的なふれあいの減少 

④ 子育て等に関する相互扶助機能の低下 

① 継続的に子どもたちの指導・育成に当たる 
人材が減少 

② 子どもたちに幅広い体験をもたらし、学校 
教育をサポートする機会・場等が必要 

③ 子どもたちを指導する人材育成の場と実
践展開できる機会の減少 

④ 子育て支援事業の個別的、単発的な実
施 

基本的な考え方 〔２〕 
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２ 児童育成施設の基本理念 

荒川区がこれまで行ってきた様々な施策を更に地域に密着したものとしてきめ細

かく推進していくため、児童育成施設は、ふれあい館、ひろば館、保育園、幼稚園、

小中学校等を始めとする関連施設と連携を図りつつ、その拠点としての充実が求め

られる。 

 

そこで今般、本施設の基本理念を次のように定め、豊かな遊びや幅広い体験・交

流などを通じて、子どもたちが主体的に学び、夢や生きる力をはぐくむとともに、

子育てを支援する多様な事業を展開し、未来を拓く子どもたちが、生き生き、のび

のびと育ち、はぐくまれる拠点としての役割を果たす。 

 本施設は、乳幼児から小中学生までの子どもと子育て中の人々を対象として事業

を行い交流の場を作るとともに、地域の幅広い世代の人々が子どもの健全育成や子

育てを支える事業の担い手として参加できる場となることを目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの夢や生きる力、子育ての喜びや楽しさを 
地域ぐるみではぐくむ荒川の未来づくり拠点 

(1) 乳幼児から小中学生までの子どもたちが、豊かな遊びや幅広い体
験・交流を通じて、主体的に学び、夢や生きる力をはぐくむ。 

(2) 子育て世代を支援する多様な事業を展開し、安心して子育てで
きる拠点としての役割を果たす。 

(3) 地域の幅広い世代など多様な人々と連携し、地域ぐるみで子ども
たちの健やかな成長を支援する事業を展開する。 
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基本理念の下、本施設は次の役割を担う施設とし、荒川の未来づくり拠点として、

子どもたちの夢や生きる力をはぐくむ多様な発見・体験の場としての「体験的遊び・

学びの機能」を中心に、付随する機能として、「子育て支援機能」、「交流・集いの機

能」を有機的に結び付け、相互に補完し合うよう展開する。 

また、すべての機能を支える機能として、子どもたちや子育てを支援する「人材

育成・ネットワークづくり機能」もあわせて展開する。 

 

役割・機能 〔３〕 
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■求められる役割と機能について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 多様な遊びや体験等を通じて、子ど
もたちが楽しく遊べる場 

② 子どもたちが役割を担い自主的な
活動を行える場 

③ 家庭や学校ではできない幅広い体
験や荒川区の特性を生かした体験
等の提供 

２ 子育ての喜び・ 
楽しさを高める 
子育て支援の場 

① 子育ての不安や
孤立感の解消に
役立つ場 

② 親子のふれあい
やコミュニケーショ
ンを深める場 

４ 子どもや子育てを支える 
人材育成・ネットワークづくりの場 

① 子どもたちの遊びや学び、体験、子育てを支える
人材や活動の育成 

② 多様な主体との連携・ネットワークの確立 
③ 区内関連施設と連携した事業展開や人材育

成・研修事業の推進 

人材育成・ネットワーク
づくり機能 

子育て支援 
機能 

乳幼児や親同
士 の ふ れ あ
い・交流の場
の提供、子育
てに関する講
座 や 相 談 事
業、情報提供
の実施等 

交流・集い
の機能 

交流ができる
スペースの提
供、多様なイ
ベ ン ト 等 の 開
催等 

ボランティアの育成・研修、
子どもの遊びや学び、子育て
に関するリーダーの育成、専
門的な研修の実施等 

体験的遊び・ 
学びの機能 

科学や芸術、ものづくり等
をテーマとしたワークショ
ッ プ や ク ラ ブ 活動 の 開
催、様々な道具を活用し
た多様な遊びや体験の
提供等 

３ 子どもたちや幅
広い世代の人が
集い、交流する場

① 地域の子育て
に か か わ る
様々な世代の
人々が集い、
交流する場 

② 多様な文化的
なバックグラウ
ンドを持つ子ど
もたちが交流
する場 

１ 子どもたちが学び、夢や生き
る力をはぐくむ多様な 

発見・体験の場 
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１ 子どもたちが学び、夢や生きる力をはぐくむ多様な発見・体験の場 

(1) 多様な遊びや体験等を通じて、子どもたちが楽しく遊び学べる場 

 子どもたちの「体験・体感」を重視し、多様な遊びや体験、子どもたち自身によ

る気付きや発見を通じて、子どもたちの持つ力や可能性を伸ばす場を創出する。ま

た季節や天候に左右されず、子どもたちが安全にのびのびと遊べたり自由に仲間と

集えるようにする。 

 

(2) 子どもたちが役割を担い自主的な活動を行える場 

ボランティアとの交流などを通じて気付き、また刺激を受ける中で、子どもたち

自身が積極的に役割を担い、自主的・自発的な活動を行える居場所を提供する。 

 

(3) 家庭や学校ではできない幅広い体験や荒川区の特性を生かした体験等の提供 

本格的な科学実験に挑戦して科学や自然への関心を高める、ものづくり産業が集

積する荒川区の特性を生かして優れた技能・技術に触れるなど、家庭や学校ではで

きない幅広い体験等を通じて、子どもの好奇心や創造力、社会性やコミュニケーシ

ョン力等をはぐくむ機会・場を提供する。 

 

２ 子育ての喜び・楽しさを高める子育て支援の場 

(1) 子育ての不安や孤立感の解消に役立つ場 

子育てに不安や孤立感を感じることがないよう、子育てに必要な知識・情報を提

供したり、アドバイスを行ったりするとともに、親たちが気軽に集い、情報交流や

仲間づくり、リフレッシュができる機会・場を提供する。 

 

(2) 親子のふれあいやコミュニケーションを深める場 

乳幼児が安全に遊ぶことができ、親子のふれあいやコミュニケーションを深める

中で、子育ての喜びを実感できる機会・場を提供する。 

 

３ 子どもたちや幅広い世代の人が集い、交流する場 

(１) 地域の子育てにかかわる様々な世代の人々が集い、交流する場 

地域の幅広い世代の人々、多様な人々が集い、同世代や異世代の人との多様な交

流を通じて、様々な価値観に出会ったり、仲間づくりができる機会・場を創出する。 
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(2) 多様な文化的なバックグラウンドを持つ子どもたちが交流する場 

地域での様々な交流や国内外の交流都市等との幅広い交流を通じて、子どもたち

が多様な文化、価値観に出会い、相互理解を深めるなど、多文化共生意識を育む機

会・場を創出する。 

 

４ 子どもや子育てを支える人材育成・ネットワークづくりの場 

(1) 子どもたちの遊びや学び、体験、子育てを支える人材や活動の育成 

子どもの遊びや学び、体験、子育てを支えるボランティアなどの人材や区民の主

体的な活動をはぐくむ取組を展開する。 

 

(2) 多様な主体との連携・ネットワークの確立 

区民を始め、地域のＮＰＯや企業、大学等との連携・ネットワーク体制を確立し、

地域一丸となって運営を進める中で、地域ぐるみで子どもや子育てを支える仕組み

をつくる。 

 

(3) 区内関連施設と連携した事業展開や人材育成・研修事業の推進 

ふれあい館、ひろば館、保育園、小中学校等を始めとする関連施設と連携を図り、

様々な体験プログラムの開発等を通じて、各施設の活動を支援するとともに、専門

的な研修等を行う拠点とする。 
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 児童育成施設の役割・機能を踏まえ、以下の各種事業を展開することとし、ここ
では期待される事業内容の具体的なイメージをまとめる。 

■ 方向性・留意点 

（１） すべての子どもが主人公 

すべての子どもたちが生き生きとたくましく、夢をもって心豊かに成長できるこ

とを支えるため、バリアフリーに配慮するとともにユニバーサルデザインの発想に

基づき、障がいの有無にかかわらず子どもたちが一緒に遊び、学び、そして体験で

きるような内容とする。 
 

（２） 荒川区の特色・資源の活用 

 多様なものづくり産業が集積する荒川区

は、伝統技術や高度な技術・技能を有する

多くの職人が暮らしているほか、紙芝居、

ぬりえなど下町情緒を随所に残し、また唯

一の区立遊園地である「あらかわ遊園」を

有するなど魅力あるまちである。 

 本施設の整備・運営に当たっては、これ

らの荒川区ならではの特色・資源を最大限

に活用し、荒川らしい地域に根ざした事業

展開、施設展開を図るとともに、職人を始

めとする多くの区民と連携した体験プログ

ラム等を展開し、地域ぐるみで子どもをは

ぐくみ、子育てを支える活動を展開する。 

 

（３） 柔軟な造りの施設で、変化に富んだ多彩な事業を展開 

施設のハード面としては、重厚な設備・装置等を導入するのではなく、そのとき 

どきの利用者のニーズの変化に柔軟に対応できるよう、可変的な造りとし、リニュ

ーアルが容易にできるようにする。 

そして、中身に当たる事業についてワークショップ等の充実を図り、変化に富ん

だ多彩な事業を展開することにより、多くの子どもたちが継続的に活動に参加し、

持続的に成長・発展していくソフト重視の施設をめざす。その一つとして、例えば

季節や曜日、時間帯等によって事業内容を変えるなど、プログラム全体にメリハリ

を付けるよう工夫する。 

期待される事業内容 〔４〕 

荒川区の特色・主な資源   隅田川の自然・景観、区立荒川自然公園
などの公園   豊富な史跡・文化財   伝統工芸・伝統文化の継承、生活関連産
業を中心としたものづくり産業の集積   多くの職人（無形文化財保持者）、高度な
技術と卓越した技能を持つ荒川マイスター  下町風情あふれる商店街、生地織物の店
が軒を連ねる日暮里繊維街   都電の走るまち   長い歴史をもつ東京23区唯一の区立遊
園地「あらかわ遊園」   荒川区が発祥の地と言われる紙芝居   日本で唯一の「ぬりえ美術館」   どこか懐かしい遊びが似合う荒川（お手
玉、けん玉等の伝承玩具・伝承遊び） 等 
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（４） ボランティアとの協働運営 
 区民や中学生、高校生、大学生等のボランティアなどの育成に力を注ぎ、幅広い

人々との連携・協働による事業展開を図ることで、常に魅力的なプログラム提供し、

多くの区民に継続的に利用される施設を目指す。 

 

 

 

◆         ◆         ◆ 
 

 

１ 体験的遊び・学びの機能 

 「為すことによって学ぶ（In Learning By Doing）」の考えに基づき、子どもたち

の夢や生きる力を育む多様な発見・体験の場として、家庭や学校ではできない体験

や荒川区の特色・資源等を生かした体験など、多様な体験プログラムを提供し、本

施設の中核となる機能として、充実した活動を展開する。 

 

(1) 自由に遊び学び、体験できる場の展開 

 子どもたちがいつでも気軽に様々な体験ができるよう、科学や芸術、まちの歴史

や文化、異文化理解等をテーマとした多彩な遊びや学び、体験を楽しめる場を設置

する。 

 例えば、様々な遊びや体験に使う道具・装置等を備えた体験コーナーを設置する

など、子どもたちがそれぞれの興味・関心等に応じて、自由に遊び、体験できる場

を展開する。 

 また、体験コーナーには、子どもたちと一緒に遊びや学び、体験をするインター

プリター（下記参照）を配置する。様々なプログラムや道具・装置等の開発について

もインタープリターとの協働で継続的に行い、随時新しい体験が可能となる仕組み

を構築することが望まれる。 

 

 

 

(2) 多様な体験ができるプログラムの提供 

子どもたちの好奇心や感性等を刺激する多様なワークショップ、具体的には、科

学実験や自然体験、美術工芸・音楽・映像・料理等の創作プログラム、職業・仕事

体験、異文化体験・国際交流プログラムなど多様な事業を実施する。 

実施に当たっては、リピーターが増えるような魅力的施設となるため、限られた

空間を有効に活用し、テーマや実施時期を考慮し、シリーズ性をもたせるなど計画

的にワークショップ等を開催する。 

＊インタープリターとは：子どもたちとコミュニケーションを取りながら、子どもたちの興味・
関心や気付きを喚起するスタッフのこと。一般的には「通訳者」という意味 
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さらには、区内の伝統工芸技術保持者や荒川マイスターを始め、企業・商店、大

学など、地域の多様な主体の参加・協力を得て実施し、施設内にとどまらず、区内

の様々な場所（例：公園、商店街、工場等）を活用したプログラムを展開する。 

また、様々な年齢層の子どもたちが主体的に参画し役割を担えるような幅広いプ

ログラムを企画・実施するとともに、体験・学習した成果を発表できる機会を設け

るなど、達成感や自己肯定感を感じることができる仕組み等を工夫する。 

 

(3) 学校と連携した体験学習プログラムの開催 

 小中学校等と連携し、本施設を活用した理科学習プログラムや職業体験プログラ

ム等を企画し、学校教育の一環として本施設を積極的に活用し、子どもたちがより

効果的な体験・学習ができるようにする。 

 

(4) 子どもたちのクラブ活動の育成 

 例えば、科学クラブや美術クラブなど、子どもたちが主体的に参加できる仕組み

を作り、専門家の指導の下、それぞれの興味・関心等に応じて、継続的に活動でき

る機会を設けるなど自主的な活動を支援する。 

 

 

２ 子育て支援機能 

 子育ての不安感・孤立感の緩和・解消につながる機会・場、子育てにかかわる人々

の子育てへの参加を支援する機会・場を設けるとともに、親子のコミュニケーショ

ンを深める各種事業を展開する。 

 

(1) 乳幼児や親同士のふれあい・交流の場の提供 

乳幼児が親子と一緒に遊具・玩具で遊んだり、お絵かきや簡単な工作等を楽しん

だりできる場を設けるとともに、子育て中の親同士がふれあい、交流できるスペー

スを設けるなど、乳幼児を連れた親たちが気軽に集い、交流し、リフレッシュでき

る場を提供する。 

 

(2) 子育てに関連する講座・講習会等の開催 

子育て中の母親や妊婦を始め、父親や祖父母など、子どもや子育てにかかわる幅

広い人々を対象とした講座・講習会等を開催し、子育てに役立つ知識・情報等を提

供する。 

また、育児中の母親等が子育てを離れてリフレッシュできるよう、母親等を対象

としたプログラムも開催する（例：ストレッチ、ヨガ、アロマテラピー、手芸等）。 
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(3) 親子あそびプログラム等の開催 

伝統的な子ども遊びを重視するなど、乳幼児とその親が参加し、楽しくコミュニ

ケーションを深められる多彩なプログラムを、ボランティアや地域のＮＰＯ・サー

クルなど、幅広い人々と連携して開催する（例：読み聞かせ、紙芝居、童謡、折り

紙、ぬりえ、工作、体操・ダンス等）。 

 

(4) 子育て相談の実施 

 育児不安の緩和・解消に向け、子ども家庭支援センター等と連携を図り、気軽に

子どもや子育てに関する相談ができる場を提供する。 

 

(5) 託児サービスの実施 

 親が講座等に参加したり、図書館や文学館の利用や活動に参加する間などのため

に、本複合施設利用者を対象とした一時的な託児を行うサービスを実施する。 

 

 

３ 交流・集いの機能 

 子育てにかかわる幅広い世代の人々、多様な文化的なバックグラウンドを持った

人々が集い、交流できる多彩な機会を創出する。 

 

(1) 多様な交流イベント、区民イベント等の開催 

 たとえば、体験ワークショップの成果発表会（例：手作りロボットコンテスト、

演劇、音楽演奏、作品展示など）や子どもたちを始め、幅広い世代が集い、交流で

きる多彩なイベントを開催するとともに、子どもたちや区民による作品展・発表会

等を開催できる場を設置する。 

 

(2) 活動・交流スペースの提供 

 自主的な学習やミーティングなど、子どもたちが自由に利用でき、主体的な活動

を行える場を提供する。 

 

(3) 身体を使って遊べる屋内遊び場の提供 

 季節や天候に左右されず、遊びや運動ができるよう、例えばクライミングウォー

ルやアスレチック遊具等を設置するほか、身体を使った遊び（例：ボール遊び、鬼

ごっこなど）ができるなど、子どもたちが自由にのびのびと遊べるスペースを確保

する。 

 ＊クライミングウォールとは：表面に、よじ登るための突起をつけた人工の壁。ビルの外壁や
室内に設ける。（P.74 右下写真参照） 
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４ 人材育成・ネットワークづくり機能 

 子どもたちの遊びや体験、子育てを支える人材の育成を行うとともに、子どもの

育成や子育て支援、教育にかかわる職員の研修等を実施する。あわせて子どもたち

の育成にかかわる機関・組織との連携を図る。 

 

(1) ボランティアの育成・研修 

子どもの体験的遊びや学びを支えるインタープリターなど、施設の運営を支える

ボランティアを研修・育成し、ボランティア組織との連携・協働による施設運営を

推進する。 

さらに、中学生、高校生、大学生等を対象としたボランティアを育成し、活動に

参画する機会を設けるとともに、ここで遊び学んだ子どもたちが運営の担い手とし

て、小さな子どもたちの成長を助け、自らも成長していくような「学びの循環」が

生まれる仕組みを構築する。 

 

(2) 子どもの遊びや子育て支援に関するリーダーの育成 

区内で子どもの遊びの指導・サポートや子育ての支援・相談等に対応するリーダ

ー的人材を育成・養成するプログラムを、あそびサポーター事業等の既存の区施策

と連動して実施し、地域ぐるみで子どもや子育てを支える活動を展開する。 

 

(3) 子どもや子育て支援、教育にかかわる職員等の研修の実施 

 子どもの遊びプログラムやワークショップ実施に関する研修など、子どもの育成

や子育て支援、教育にかかわる職員等を対象とした専門的な研修をその他関係部局

と連携して実施し、職員の資質・能力向上を図る。 

 

(4) 子どもの育成や子育て支援に関する団体等の協議会・交流会等の開催 

 子どもの育成や子育て支援、教育にかかわる地域のＮＰＯやサークル、関連団体

や大学等が、互いに交流したり、連携・協力した活動を展開したりできるよう、様々

な団体等が交流する協議会・交流会等を開催する。 

 

(5) ひろば館・ふれあい館等の活動支援 

 本施設で企画した体験プログラムをふれあい館、ひろば館、保育園、幼稚園、小

中学校等や子ども・子育てに関する活動を行っている団体等に提供するなど、一層

の連携を図る。 
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１ 整備における方向性・留意点 

～ニーズの変化に柔軟に対応できるフレキシブルな施設整備 

 本施設の施設整備に当たっては、重厚な設備・装置等を導入するのではなく、そ

のときどきの利用者のニーズの変化に柔軟に対応できるよう、可変的な造りとし、

更新が容易にできるようにする。 

 

 

２ 施設構成   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設展開の方向性 〔５〕 
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３ 機能からみた施設全体イメージ（下記に示す施設構成は一つの例示とする。） 

体
験
的
遊
び
・
学
び
の
機
能 

○科学・自然体験（科学実験、自然公園フィールドワーク等）など 

○社会・生活体験（ものづくり、昔遊び、料理、映像・ＩＴ、職業、異文化等）など 

○芸術体験（楽器演奏、お絵かき、落書き、ぬり絵など）など 

サイエンスショー 
（山梨県立科学館） 

はっけんテーブル 
（多摩六都科学館） 

親子クッキング 

（キッズプラザ大阪） 

キッズラボ 

（キッズプラザ大阪） 

人形のまち（ままごと遊び） 

（浜松こども館） 

クライミングウォール 

（みえこどもの城） 
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子
育
て
支
援
機
能 

○交流サロン 

○談話・くつろぎスペース 

○相談コーナー 

○情報コーナー 

○託児室 

○研修室        など 

 

交
流
・
集
い
の
機
能 

○多目的スペース（イベントスペース、ギャラリースペース、交流スペース） 

○大型遊具や各種遊び・体験ツール等設置スペース 

○ホール                              など 

ギャラリーストリート（ロビー） 

（豊橋市 こども未来館ここにこ） 

ピーカーブー（乳幼児コーナー）

（キッズプラザ大阪） 

キッズプラザホール 

（キッズプラザ大阪） 

企画展示室 

（豊橋市 こども未来館ここにこ） 

汐たま(みんなの実家＠汐入) (H22.2.2 開催の様子) 

※ 写真の一部は、それぞれの施設のホームページ等から引用 
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人
材
育
成
・ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
機
能 

○研修室・会議室 

○ボランティア活動スペース 

○教材等の資料室     など 

研修室 

（豊橋市 こども未来館ここにこ） 
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１ 利用者ニーズの把握と利用者参加型の運営 

 子どもの遊びの流行や地域のニーズを的確にとらえ、利用者が望む施設を実現さ 

せていくためには、子どもや親、地域の子育て関係者等の意見を施設運営に反映さ 

せる仕組みを検討する。 

 

２ ボランティアの参加による施設運営 

子どもの遊びや学びに関するノウハウや知識、経験を持った人材を中心にボラン 

ティアを組織し、区民参加を広げる。 

 

３ 外部の専門家との連携による魅力ある施設づくり 

 より魅力ある施設にするため、学識経験者や専門ノウハウを有する外部の専門家 

等との連携を深め、幅広く多彩な事業を実施する。 

 

４ 利用者の視点に立った施設運営 

 三つの施設からなる複合施設として、それぞれの施設の特色を発揮しながら、利 

用者が各施設を利用しやすいよう事業の連携を図り、施設の利用時間等については、 

利用に当たっての便宜性等に十分に配慮する。 

 

５ 魅力ある施設とするための運営体制 

魅力ある施設として利用者のニーズに応じて効果的・効率的に運営していくため 

には、専門性を備えた十分なスタッフを確保するとともにスタッフの資質の向上を 

図る必要がある。 

また、運営主体については、他の二施設との連携を十分に配慮する。 

管理運営に関する方向性 〔６〕 
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第２章  複合施設について 
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１ 図書館を核にした連携 

本施設は、図書館、（仮称）吉村昭記念文学館、児童育成施設の複合施設として整

備される計画であり、三つの施設がそれぞれに特長ある事業展開を行うとともにハ

ード面及びソフト面にわたる様々な場面で連携をとり、複合施設ならではの多面的

な魅力を発信し、相乗効果を上げることが求められる。 

その中でも、中核となるのは、赤ちゃんからお年寄りまであらゆる世代が利用 

対象となる図書館である。整備の方向性として、回遊型の利用や長時間の滞在を可

能にする、滞在型読書空間の創出を掲げていることも踏まえ、子ども、中高校生、

子育て世代、団塊の世代、高齢者、障がい者、外国人の方など多様な人々が一日平

均 3,000～4,000 人利用する区内最大級の公共施設になることが見込まれる。 

 こうした多くの来館者をそれぞれの施設へ導くとともに、比較的成人の利用者が

多く見込まれる文学館と子どもたちや子育て世代が中心の利用者である児童育成施

設を結びつけ、人々のにぎわいの拠点となるよう、複合施設の相乗効果を高めるた

め、図書館から特定目的の文学館・児童育成施設へと誘導する仕掛けやその逆に、

文学館・児童育成施設から図書館に導入する仕掛けを工夫することにより、複合施

設全体としての回遊性を高める。 

そして、いずれの施設も利用者にとって魅力的な施設となることはもとより、施

設利用の面や各施設で行われる事業について相互に連携を高めることにより、ここ

に来れば何か発見がある、何か体験できる、という期待感を抱かせる複合施設とし

て、子どもから大人まで多くの人々が集い、にぎわいや知的発見、楽しさを発信す

る拠点施設となることを目指す。 

  

 

２ 図書館と文学館との連携 

図書館との複合施設の中で、図書館と（仮称）吉村昭記念文学館との連携を重視

し、図書館を通して文学館へ向かう流れ、そしてその逆の流れを作っていくことは、

本報告書 42 ページに掲げるような吉村昭氏の遺志を生かすことにもつながる。 

二つの施設は生涯学習施設であり、展示閲覧機能など共通部分があるが、図書館

は資料貸出機能を有する。 

そこで、図書館と文学館との相乗効果を図るため、図書館において吉村文学紹介

コーナー及び関連図書紹介コーナー（関連作家、関連作品等）、吉村作品の舞台とな

った場所を紹介するコーナーなどを設営し、著作本等の貸出しを行う。また、読書

会や文学館展示と連動した吉村作品の輪読会、中学校における図書紹介事業、企画

展示室を活用した合同企画展や原作映画の上映会などの様々な連携が必要である。 

事業の相互連携 〔１〕 
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［実施例］ 

■ 吉村昭氏全著作、津村節子氏著作・記録文学等の関連図書の収集貸出 

 ■ 吉村昭文学及び関連図書コーナーの設置 

 ■ 吉村作品と関連図書に関するレファレンス（作品書誌・解説・解題・評論、

歴史的背景、関連事件、吉村作品と同じ題材を描いた他の作品研究など） 

 ■ 吉村作品の舞台となった自治体と連携し、舞台となった地の地理・歴史・史

跡資料、観光情報の収集展示 

 ■ 吉村作品の映像化ＤＶＤの収集及び上映権作品の上映会 

 ■ 中学校への出前ブックトークでの吉村作品紹介 

 ■ 吉村作品を読む会、読書会 

 ■ 合同企画展 

 

 

３ 図書館と児童育成施設との連携 

 図書館では図書資料や情報で知識を深め、児童育成施設では豊かな遊びや幅広

い複合施設として体験・交流などを通じて、子どもたちが主体的に学ぶ。こうした

環境の中に複合施設として図書館が存在する意義は大きい。 

例えば、様々な体験的遊び・学びをきっかけに、更に自分で調べたいと感じた子

どもは、図書館で調べることにより、本や読書を身近に感じることができる。また、

読書や図書館での読み聞かせによって興味をもったことを、自分もやってみたいと

感じた子どもは、児童育成施設で実際に体験することができる。本施設においては、

こうした複合施設としての特性を十分に生かした連携が必要である。 

 

［実施例］ 

■ 児童育成施設で体験すること、遊ぶことを図書館で事前に調べる。 

■ 児童育成施設で体験したこと、遊んだことを図書館で調べる。 

 ■ 絵本原画展、絵本作家と語る会、大型紙芝居や子ども人形劇など催事共催 

 ■ 絵本や紙芝居の製作 

■ 図書館ではわらべ歌や手遊びなどを行い、児童育成施設で道具を使用した遊

びを体験する。  

■ 図書館が体験型おはなし会で読み聞かせなどした内容について、児童育成施

設で、食育で実際に料理を作る、植物や虫の観察、科学実験、野菜を育てるな

どの体験を行う。 
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４ 文学館と児童育成施設との連携 

文学館と児童育成施設との連携は、吉村昭氏の作品を通じて郷土あらかわについ

て学ぶとともに、地域の文化に対する子ども達の興味関心をかき立てるきっかけを

提供することができる。 

文学館では、映像等を用いた視覚に訴える展示により、吉村昭氏の生まれた頃の

様子や、作品の時代背景を子ども達にも分かりやすい内容で紹介する方向を打ち出

している。 

そこで、児童育成施設においても、昔の子ども達の遊びを体験したり、荒川の昔

話の紙芝居の実演や読み聞かせなどを行うことによって、子どもたちは地域の歴史、

地域の文化を体感することが可能となる。 

 

［実施例］ 

■ 吉村昭氏の生まれたころの日暮里の様子をジオラマで紹介する。 

■ 昔の遊び（ベーゴマ、メンコなど）を追体験する。 

■ 作品の時代背景を紹介するとともに、荒川の昔話の紙芝居や読み聞かせを行    

 う。 
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〈各施設間の連携例（想定されるイメージ）〉 

 
図書館との連携 文学館との連携 児童育成施設との連携

図書館 ― 

●関連図書の貸出 
●関連図書コーナーの
設置 
●関連図書のレファレン
ス 
●作品の舞台となった場
所の地理・歴史等資料、
観光情報を収集展示 
●作品の映像化、ＤＶＤ
の収集及び上映会 
●中学校等への出前ブ
ックトークでの吉村昭作
品紹介 
●吉村作品の読書会、
輪読会 
●合同企画展 
●図書館における記録
文学分野への展開 

●体験したこと、遊んだこ
とを図書館で調べる 
●図書館で読み聞かせ
した内容を児童育成施
設で体験 
●大型紙芝居や子ども
人形劇上演 
 

 絵本館 ― 

 ●体験型おはなし会 
●絵本原画展 
●絵本作家と語る会 

文学館 

●関連図書紹介コーナ
ーの設営支援 
●舞台となった場所に関
する調査及び展示 
●中学校等における図
書紹介事業への学芸員
の参加 
●合同企画展 
●読書会、輪読会 
●吉村作品朗読会 
●原作映画の上映会 

― 

●区出身の吉村昭氏の
生まれたころの日暮里の
様子をジオラマで紹介 
●作品の時代背景や伝
承の遊びを子ども向けに
紹介 
●区出身の著名人の紹
介展示コーナー 
●絵本原画展等合同企
画展の実施 

児童育成 

施設 

●「子ども読書の街」づく
り（オーサー・ビジット事業
等）実施 
●体験型おはなし会(実
験・製作・調理・観察など
の体験) 
●図書館利用者の託児

●荒川の昔話の紙芝居
や読み聞かせ 
●昔遊びの体験 
●文学館利用者の託児 ― 

３施設全体

の連携事業 

【講演会・トークショー】 
吉村昭文学に関連する講演会、自然科学等の講演会やトークショー、サイエ

ンスショー、俳優による朗読会・読み聞かせ、大型紙芝居、人形劇等の開催 
【多様な交流イベント】 

本や体験プログラムを活用した地域の子どもたち向けイベント、親子連れ向け
イベント、地域の子どもたちと大人たち向けの交流イベント等の開催 
【発表会】 

図書館でのワークショップや体験ワークショップの成果発表会の開催（手作りロ
ボットコンテスト、演劇、ミニコンサート、ダンス、作品展示等） 
【様々な人材育成のための研修】 

教育や子育て、文芸にかかわる様々な人材（指導者、ボランティア等）育成の
ための研修会・学習会・ミーティング等の実施 
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 本施設は、複合施設として、施設をより効果的・効率的に活用するために、共通
した目的で利用するスペース、例えば、エントランスホール、研修室や事務室等に
ついては、所要スペースの有効利用を念頭に置き、共用化及び共有化を図るよう留
意する。 
 ここでは、今後考えられる各施設間の施設の共用について現時点で想定されるイ
メージをまとめる。 

〈各施設利用の連携例（想定されるイメージ）〉 

 

全施設で

共用する

スペース 

【エントランスホール】 
来館者を一番最初に迎える複合施設のエントランスとして、単なる入口で

はなく、三つの施設を相互に結びつけ、また入館者の興味や関心をそれぞれ
の施設に結びつける重要な役割を担うことを念頭に置いた工夫を行う。 
【ミニホール（多目的室）】 

講演会、朗読会、発表会などのイベントや遊び、学びの体験のひろば（ワー
クショップの開催等）といった様々な活用を視野に入れた多様な使い方ので
きる可変的な空間とする。 
【研修室、会議室】 

各施設が主催する講義形式の催しやワークショップを始め、ボランティアや
スタッフの研修等 
【カフェ】 

滞在型読書空間の創出としてのブックカフェ、小さい子供連れでも気兼ね
なく楽しめる親子カフェ等、来館者がくつろぐ休憩の場 
【その他】総合案内、ミュージアムショップ、トイレ、授乳室、託児室、事務室
（管理、研究）等 

児童育成施設 
○体験的遊び・学びの機能   

○子育て支援機能 

○交流・集いの機能 

○人材育成・ネット 
ワークづくり機能   

（仮称）吉村昭 

記念文学館 
  ○展示機能 
  ○研究機能 

○収蔵機能  
○学び機能 

共用スペース 

○エントランスホール ○総合案内 ○ミニホール（多目的スペース） ○研修・会議スペース 
○託児、授乳スペース、ロッカー  ○余暇利用（カフェ） 等 
○事務管理スペース（作業室、ボランティア活動室、機械室等） 

 

複合施設構成イメージ 

以下に示す施設構成は一つの例示です。

 

図 書 館 

○資料提供機能（開架、閲覧、貸出、

レファレンス、視聴覚等） 

○保存機能（閉架 等） 

○子ども図書館、絵本館機能 

 

施設利用の相互連携（共用するスペース） 〔２〕 
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 本施設の整備計画地は区のほぼ中央部である荒川二丁目に位置し、区内全域から

のアクセスもよく、多くの利用が見込まれるところである。 

 こうした立地からも図書館については、区立の図書館機能の中心となる大規模な

図書館を整備予定であり、さらに（仮称）吉村昭記念文学館や児童育成施設との複

合施設となれば、様々な区民が集い、にぎわいを創出できる拠点となる。 

そこで、計画地の近隣を始めとして、区内の様々な施設と連携を図り、多彩な事

業展開を行っていく。例えば、計画地のすぐ近隣には自然観察のできる野草園など

緑あふれる荒川自然公園があり、児童育成施設での体験プログラムに自然公園での

フィールドワークを取り入れることが可能である。また、一方では、乳幼児が健診

の際に利用する保健所が近接していることから、図書館や児童育成施設の子育て支

援機能と連携し、保健所での健診帰りに子どもとその保護者が気軽に本施設を利用

するといった動線づくりも可能である。 

さらに、小中学校や保育園、幼稚園との連携を図るためには、まず子どもたちを

指導する教員や保育士に本施設の機能、役割を十分に理解してもらうことが前提と

なる。そのため、例えば教員や保育士向けの施設見学会や研修会の機会を設ける。 

このように、区内の図書館やふれあい館、ひろば館、保育園等や小中学校などを

始めとして、子ども家庭支援センターやアクロスあらかわ、サンパール荒川やムー

ブ町屋等の集会施設も含めて幅広い連携を図るため、次のような連携が必要となる。

現時点で想定される連携イメージをいくつか例示すると次のとおりである。 

 

 

●荒川自然公園との連携 

■図書館：緑陰読書の場として近接した緑豊かな自然公園は適地であり、読書の新

しいスタイルの提案を行ったり、自然公園での動植物観察などと組み合

わせた体験型おはなしの会の企画 

■文学館：緑陰読書の提案 

■児童育成施設：自然観察系プログラムにおける野外フィールドワークや自然を題

材とした美術系プログラム、屋外における運動プログラム等、様々

な体験プログラムの実施 

 

 

 

 

他の関連施設（自然公園、保健所、学校等）との連携 〔３〕 
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●保健所との連携 

■図書館：乳幼児の４か月健診に合わせたブックスタート事業の実施 

■文学館：医療関係の記録文学の紹介など 

■児童育成施設：子育て親子の交流サロンや気軽に育児相談ができる窓口の開設、

母親同士のグループ作り拠点としての活用、乳幼児の健診に合わ

せた様々な子育て支援機能の展開など 

 

 

●小中学校との連携 

■図書館：図書館体験学習や出前ブックトーク、教育用ＤＶＤの貸出しや柳田邦男 

絵本大賞など学校教育の場面での様々な連携、学校図書館指導員との連 

絡会、学校図書館サポートボランティア養成講座の開催 

■文学館：図書館職員及び文学館学芸員による区内小中学校での吉村作品の紹介 

■児童育成施設：学校ではできない科学実験のプログラムの活用、伝統工芸技術保

持者やマイスター等による技術指導や見学会など地域の資源を生

かしたプログラム、職業体験プログラムなどの活用 

 

 

●ふれあい館、ひろば館との連携 

■図書館：おはなしボランティア・読み聞かせボランティア養成講座、ふれあい館 

におけるボランティア活動、地域大学との連携、各団体への図書の団体 

貸出 

■文学館：読書会のグループやサークルでの学芸員のブックトーク事業など地域の

身近なところで吉村作品に触れる機会の提供 

■児童育成施設：ふれあい館やひろば館の身近な日常的な体験プログラム企画の支

援、ボランティア養成支援、各館での日ころの成果を一堂に集め

た発表会や作品展の開催、全館にわたる子どもたちの交流会の開

催、区内の児童事業の拠点としてネットワーク作り 
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〈さまざまな施設との連携事例（想定されるイメージ）〉 

 自然公園との 
連携 

保健所との 
連携 

小中学校との 
連携 

ふれあい館、ひろば
館等との連携 

図書館 

●緑陰での読書 
●動植物観察会
の後に図書館で
学習、ミニホール
で科学実験ショ
ー 
●体験型おはな
しの会（動植物の
観察） 

●健診帰りに育
児書や絵本を読
む、借りる 
●ブックスタート
（４か月健診時に
図書館が出向い
て読み聞かせ等
実施） 

【学校との連携】 
●新小学一年生
対象学校訪問 
●図書館体験学
習 
●学級や図書委
員対象の出前ブ
ックトーク 
●中学生勤労留
学受入 
●学級毎団体貸
出 
●柳田邦男絵本
大賞 
●子ども読書フェ
スティバル共同
開催 
●教育用DVD選
択収集貸出 
 
【学校図書館と
の連携】 
●学校図書館支
援室及び学校図
書館指導員との
連絡会 
●学校図書館サ
ポートボランティ
ア養成講座の開
催 

●おはなしボラン
ティア養成講座・
読み聞かせボラ
ンティア養成講
座の開催 
●ボランティア連
絡会の開催 
●地域大学との
連携 
●布の絵本ボラ
ンティアとの連携
（布の絵本の製
作貸出） 
●読み聞かせ・
おはなしボランテ
ィアの活動拠点
をふれあい館に
提供 
●図書館ＰＲ用
ブックリスト・パン
フレットを子育て
関連・教育施設
に配布 
●保育園・ふれ
あい館・幼稚園・
サークル等への
団体貸出 
●団体貸出によ
る読書会 

文学館 

●緑陰での読書 ●医療関係記録
文学の紹介 

●校外学習での
利用 
●副読本の作成
●関連図書紹介

●読書会グルー
プで学芸員によ
るブックトーク 

児童育成

施設 

●体験プログラ
ムにおけるフィー
ルドワーク（動植
物観察会、写生
会） 
●屋外運動 

●乳幼児健診後
のグループづくり
拠点 
●子育て親子の
交流サロン 
 

●高度な科学実
験やサイエンスシ
ョー 
●伝統工芸技術
保持者やマイス
ター等による技
術指導、見学会 
●職業体験プロ
グラム 

●活動内容の作
品展、発表会 
●区内全ふれあ
い館の交流会 

☆上記は想定されるイメージであり、その他の施設、例えば区役所本庁舎、アクロスあらかわ、サン
パール荒川、ムーブ町屋、あらかわ遊園等との事業、講演会、発表会、展示、イベント等と様々
な連携が考えられる。 
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 本施設は、子どもから大人まで多くの人々が集うにぎわいの拠点施設となること

から、施設の整備に当たっては、次の点に留意することとする。 

 

１ バリアフリーに配慮し、ユニバーサルデザインに基づく施設整備 
 障がいの有無にかかわらず、施設を利用するすべての人にとって安全で利用しや

すい施設となるよう、関係法令等を踏まえ、バリアフリーに配慮するとともにユニ

バーサルデザインに基づく施設とする。 

 

２ 環境に配慮した施設整備 

 本施設は、荒川区役所環境配慮率先行動プランに掲げる「建築物の環境配慮の推

進」の考え方に基づくことはもとより、その利用を通じて子どもたちが環境への配

慮やクリーンエネルギーを体感できるなど環境教育の場となるよう、環境にやさし

い建材の使用や建築時の工法における配慮を始め、開設後も省資源・省エネルギー

となるよう十分な配慮を行うとともに、太陽光発電等のクリーンエネルギーや雨水

利用の導入、緑化の推進など可能な限り環境負荷の軽減に努める。 

 

３ 施設へのアクセスに配慮した整備 

施設の整備にあたっては、周辺道路の整備を始め、コミュニティバスの路線変更

等、施設利用者のアクセスに十分に留意した整備を行うこととする。 

 

 

 

 

 

施設整備の方向性 〔４〕 
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複合施設の設置及び運営に関する懇談会設置要綱 

 

平成２１年９月４日制定 

21 荒 総 総 第 1125 号  

（ 副 区 長 決 定 ）   
 

（設置） 

第１条 複合施設（図書館、（仮称）吉村昭記念文学館、児童育成施設）を整備する

に当たり、施設の在り方等について検討するため、複合施設の設置及び運営に関す

る懇談会（以下「懇談会」という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 懇談会は、複合施設（図書館、（仮称）吉村昭記念文学館、児童育成施設）

の在り方等について検討を行う。 

 

（構成） 

第３条 懇談会は、次に掲げる者の中から、区長が委嘱する委員をもって構成する。 

（１） 学識経験者 ４名 

（２） 区議会議員 ８名 

（３） 地域関係者 ６名 

（４） 区職員 ３名 

 

（分科会） 

第４条 懇談会には、複合施設を構成する各施設についての検討を行うため、次に 

掲げる分科会を置く。 

（１） 図書館・文学館分科会 

（２） 児童育成施設分科会 

２ 各分科会の委員は、第３条に規定する委員のうちから、次に掲げる者につき、第

６条で規定する座長が指名する委員をもって構成する（区職員を除く）。 

（１） 学識経験者 ２名 

（２） 区議会議員 ４名 

（３） 地域関係者 ３名 

（４） 区職員 ３名 

 

（委員の任期） 

第５条 委員の任期は、懇談会及び分科会が第２条に規定する検討を終了したときま

でとする。 
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（座長） 

第６条 懇談会に座長と副座長を置く 

２ 座長は委員の互選によりこれを定める。 

３ 座長は懇談会を代表し、会務を総理する。 

４ 副座長は、委員の中から座長が指名する。 

５ 副座長は、座長を補佐し座長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

（分科会長） 

第７条 第４条第１項に規定した各分科会に分科会長と副分科会長を置く。 

２ 分科会長は委員の互選によりこれを定める。 

３ 分科会長は分科会を代表し、会務を総理する。 

４ 副分科会長は、委員の中から分科会長が指名する。 

５ 副分科会長は、分科会長を補佐し分科会長に事故があるときは、その職務を代理

する。 

 

（会議） 

第８条 会議の招集は懇談会においては座長、各分科会においては分科会長が行う。 

２ 懇談会及び分科会は、委員の半数以上の出席がなければ、会議を開くことができ

ない。 

３ 座長及び分科会長は、必要があると認めるときは、懇談会もしくは分科会に委員

以外の者を出席させ、意見を聴くことができる。 

 

（庶務） 

第９条 懇談会の庶務は総務企画課において処理し、図書館・文学館分科会の庶務は

教育委員会事務局、児童育成施設分科会の庶務は総務企画課において処理する。 

 

（委任） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、懇談会及び分科会の運営に必要な事項は、

座長が別に定める。 
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（敬称略）

区　分 備　　　　考

座長 柳　田　邦　男 ノンフィクション作家

副座長 阿久戸　光　晴 荒川区不正防止委員会委員長、聖学院大学学長

委員 小　林　敦　子 荒川区教育委員、早稲田大学教育学部教授

委員 山　崎　一　穎
（仮称）吉村昭記念文学館推進委員会委員長
学校法人跡見学園理事長、跡見学園中学校高等学校校長、
跡見学園女子大学客員教授、森鴎外記念会（東京）会長

委員 志　村　博　司 荒川区議会議員

委員 斉　藤　泰　紀 荒川区議会議員

委員 並　木　一　元 荒川区議会議員

委員 竹　内　捷　美 荒川区議会議員

委員 戸　田　光　昭 荒川区議会議員

委員  　田　詠　子 荒川区議会議員

委員 斉　藤　邦　子 荒川区議会議員

委員 横　山　幸　次 荒川区議会議員

委員 上　田　寛　子 道灌山幼稚園園長

委員 興　野　愛　子 民生委員、児童委員

委員 志　賀　信　忠 荒川区町会連合会会長

委員 高　田　忠　則
主任児童委員、青少年委員
荒川区体育協会理事長

委員 竹　内　　　一 東京商工会議所荒川支部会長

委員 仲　村　　　威
荒川区自治総合研究所評議員
医師

委員 三　嶋　重　信 副区長

委員 三ツ木　晴　雄 副区長

委員 川　 　祐　弘 教育長

複合施設の設置及び運営に関する懇談会

区職員

区議会

委　員　名　簿

氏　名

学識経験者

地域関係者
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◎分科会長、○副分科会長　　　（敬称略） ◎分科会長、○副分科会長　　　（敬称略）

氏　名

柳　田　邦　男 阿久戸　光　晴

山　崎　一　穎 小　林　敦　子

斉　藤　泰　紀 志　村　博　司

並　木　一　元 竹　内　捷　美

戸　田　光　昭  　田　詠　子

横　山　幸　次 斉　藤　邦　子

興　野　愛　子 上　田　寛　子

志　賀　信　忠 高　田　忠　則

竹　内　　　一 仲　村　　　威

北　川　嘉　昭 北　川　嘉　昭

友　塚　克　美 高　梨　博　和

藤　田　満　幸 友　塚　克　美

［事務局］　　　　　　　　　 （役職は平成22年3月31日現在とする）

総務企画部長　　　　　　　　　　　　    　北 川 嘉 昭 総務企画部総務企画課

子育て支援部長　　　　　　　　　　     　高 梨 博 和  企画係長　　　　　　　　　　　　 　　中 野　 猛

教育委員会事務局次長　　　　　　      友 塚 克 美  企画係主査　　　　　　　　　　　　　谷 井 千 絵

教育委員会事務局文学館調査担当部長　 藤 田 満 幸  企画係                                    須 田 具 子

総務企画部参事　　　　　　　　　　　     五 味 智 子 教育委員会事務局社会教育課

総務企画部特命担当課長　　　　　   　飯 田 昌 宏  文学館調査担当係長　　　　　　　坂 入 康 弘

子育て支援部計画課長　　　　　 　  　 濱 島 明 光  文学館調査担当                      石原 久美江

子育て支援部児童青少年課長　　   　小 泉 み ほ 教育委員会事務局南千住図書館

教育委員会事務局指導室長　           鈴 木 明 雄  管理係長                                吉 野 友 博

教育委員会事務局社会教育課長  サービス係長                          水 野 裕 都

     兼文学館調査担当課長              佐 藤 泰 祥  サービス係主査                       村 木 一 貴

教育委員会事務局南千住図書館長        北村 美紀子

複合施設の設置及び運営に関する懇談会       分科会委員名簿

【児童育成施設分科会】

氏　名

【図書館・文学館分科会】

◎ ◎

○ ○
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複合施設の設置及び運営に関する懇談会の検討経過 

懇談会 図書館・文学館分科会 児童育成施設分科会 

第１回開催 

21 年 11 月 12 日 

・今後の進め方 
・複合施設整備に
ついて 

・これまでの経緯に
ついて 

第１回開催 

21 年 11 月 12 日 

・荒川図書館の現状と課題 
・（仮称）吉村昭記念文学館の現
状と課題 

第１回開催 

21 年 11 月 12 日 

・区の現状について 
・区の児童育成施策推進状況に
ついて 

・区内の施設の状況について 
・周辺施設の状況について 
・プロジェクトチームにおける検討

内容について 

 第２回開催 

21 年 12 月 15 日 

・荒川区立図書館の課題 
・図書館への利用者ニーズ 
・最近の新設図書館の動向 

・課題解決の方向性及び新たな
図書館整備の考え方 

第２回開催 

21 年 12 月 4 日 

・機能について 
・複合施設としての連携について 

 第３回開催 

22 年 1 月 20 日 

・（仮称）吉村昭記念文学館基本
構想の内容 
・展示基本計画の内容 

・今後の課題 

第３回開催 

21 年 12 月 24 日 

・視察（福島市子どもの夢を育む
施設こむこむ館） 

 第４回開催 

22 年 2 月 16 日 

・荒川区立図書館の現状と課題 
・新たな図書館の基本理念 
・新たな図書館の役割・機能 

・期待される事業内容 

第４回開催 

22 年 1 月 29 日 

・分科会まとめについて 
 （基本理念、機能、事業展開） 

第２回開催 

22 年 2 月 23 日 
・各分科会の報告 

・複合施設の連携
について 

  

 第５回開催 

22 年 3 月 10 日 
・分科会まとめ案について 

第５回開催 

22 年 3 月 9 日 
・分科会まとめ案について 

第３回開催 

22 年 3 月 24 日 

・各分科会の報告 
・複合施設の連携
について 
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整備予定地の現況 

用地の概要 

 所 有 地：荒川区荒川二丁目５０番１他 

 面  積：約 3,590 ㎡ 

（工場跡地：約 3,230 ㎡・宅地 ：約 89㎡・都営アパート跡地の一部：約 271 ㎡） 

 用途地域：準工業地域 

容 積 率：３００％ 

建ぺい率：８０％     

 防火規制：準防火地域    

高度制限：第三種高度地区 

 日影規制：５時間・３時間（測定面高さ６．５ｍ） 

道路の概要 

 東側道路：幅員１１ｍ（サンパール通り） 北側道路：幅員約４ｍ（６ｍ拡幅予定） 

 

荒川自然公園 

京成線 町屋駅

地下鉄 町屋駅 

荒川七丁目

荒川二丁目 荒川四丁目 複合施設建設用地 
都電 荒川二丁目 

都電 町屋駅前

荒川区役所 

 

荒川公園
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子どもたちの夢や生きる力を育む多様な発見・体験の場 （約 50 事業）

子育て環境の整備 

体験学習等の推進 

確かな学力の定着・向上 

子ども 

創意と工夫にあふれた教育の推進 

余暇を利用した学習機会の提供

伝統文化の継承と都市間交流の推進 

生涯学習活動の支援 

生涯スポーツの推進 

図書館サービスの充実 

青少年健全育成運動への支援 

現在の荒川区の児童育成施策推進状況 詳細例（１） 

●イベント 
・本の読み聞かせやストーリーテーリングの

実施 
・児童劇団による公演（ひろば館で実施） 
・名作シアター（ビデオ上映会） 
・ディキャンプ事業、お泊り会 
・おばけ大会、遠足 
・子どもまつり 
・親子ふれあいコンサート 

●サークル活動 
・サークル（ダンス・手話・卓球・一輪車・

竹ダンス・１年生タイムなど） 
・こども会議 
・人形劇・パネルシアターなどをライブ発表
・クリスマス会やお楽しみ会での発表活動 
（劇遊び、ダンスや手品など） 

●交流 
 ・地域子育て交流サロン事業 
 ・親子ふれあい入浴事業 
 ・地域文化祭の作品展 

●体験 
・日常のひろば館ふれあい館制作あそび 
（木工室・図工室） 
・伝統あそびの体験 
（けんだま、こま、まりつき、竹馬など） 
・検定あそび（けんだま、こま、パズル、縄跳
び、まりつきなど） 

・対戦型のあそび 
（トランプ・坊主めくり・囲碁、将棋など） 
・新春ゲーム大会発表 
・クッキング事業（おやつやカレー作り） 
・ボーイズクッキング（男の子を対象） 
・手芸教室、パソコン教室 

 ・科学実験教室 
●その他 
 ・健康増進事業（保健所と共催） 

●学校パワーアップ事業～創造力あふれる教育の推進～ ●理科教育の推進 

●学校パワーアップ事業～学力向上マニュフェスト～ 
●土曜スクール 

●国語力の向上・学校図書館の充実 
●小中一貫の英語教育の充実 

●野外体験 
・チャレンジ共和国 
・チャレンジキャンプ 
・自然まるかじり体験塾 

●学校・地域の連携で行う少年教室 

●伝統文化こども教室 

●学校職人教室 
●荒川の伝統・文化理解教育の推進 

●荒川ふるさと文化館事業推進 

●伝統文化こども教室 

●子ども読書活動推進計画事業 

●スキー教室 
●区民ハイキング 

●子どもたちの運動能力アップ推進事業 

●少年少女体験教室 
・荒工おもしろ体験教室 
・親子でペットボトルロケット

を作って飛ばそう」 
・中学生ロボットコンテスト 

●その他 
・小、中学生と乳幼児の交

流事業  
・ふれあい教育の推進 
・ようこそ海外青年協力隊 

［参考資料１］ 

-  101  -



                                         

現在の荒川区の児童育成施策推進状況 詳細例（２） 

子育ての喜び・楽しさを高める子育て支援の場 

子育て環境の整備 

多様な子育て支援の展開 

家庭・地域 子育ての喜び・楽しさを高める子育て支援の場 （約 50 事業） 

子育て環境の整備 

多様な子育て支援の展開 

家庭・地域 

子どもの健全育成 

生涯スポーツの推進 

●交流 
・子ども家庭支援センター 
・親子ふれあいひろば事業 
・親子ふれあい入浴事業 
・親子ふれあいコンサート 
・身長・体重計測事業 
・乳、幼児の親子を対象にランチタイム 
・在宅親子交流事業 
・公園サポート事業 
・子育てファミリー事業 
・すくすくサポート事業 
・子どもフェスタ(年一回開催) 
・読書推進事業 
（絵本の読み聞かせ・おはなしタイム・ 

図書コーナー）  
・地域の人たちを講師とした事業 
（手打ちうどん、流しそうめん、 

スポーツイベントなど） 
・地域との連携（町会・自治会祭り、 

保育園・ひろば館等ボランティア 等） 
・世代間交流事業（地域文化祭、高年者ひろ

ば館・特養ホーム訪問） 
・交流事業（バスハイク） 
・各種乳幼児タイム 
・各種館行事（お化け大会、親子で児童劇や

人形劇の鑑賞、おりがみ教室、親子お楽し
み会、パパと遊ぼう事業、じぃじばぁばと
あそぼ 等） 

 

●支援 
・家庭福祉員事業 
・一時保育事業 
・緊急一時保育事業 
・産後支援ボランティア助成事業 
・託児サポーター 
・あそびサポーター事業 
・あらかわ「親育ち」支援事業 
・親育てあらかわ塾 
・家庭教育学級 
・わかばきょうしつ 
・ママ講座の開催（ストレッチ、ラジヨガ 

(ヨガ)タイム、母親向け手芸、料理教室） 
・パパクッキング（手打ちうどん 等） 
 
●相談 
・キッズコール 24 
・保健師との協働や主任児童委員の協力に 

よる相談事業（育児相談・子育てひろば）
・相談受付（乳幼児タイム、学童クラブ） 
・子育て支援カウンセラーの巡回訪問 
 
  

●子ども家庭支援センター 
●ショートスティ事業(ハイツ尾竹活用) 
●乳幼児一時預り事業(みんなの実家＠まちや支援) 
●ファミリーサポート養成講座 

●教育相談事業 

●親子で体力アップ推進事業 
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現在の荒川区の児童育成施策推進状況 詳細例（３） 

子どもたちや幅広い世代の人が集い交流する場 （約 30 事業）

子育て環境の整備 

体験学習等の推進 

余暇を利用した学習機会の提供 

集いの場 

●子ども家庭支援センターの利用(交流サロン) 
●ひろば館、ふれあい館の利用（遊戯室・卓球室・他スペース） 
●研修・体験 
 ・勤労留学、職場体験児童生徒受入 
●ボランティア 
 ・中高生ボランティアの受入（サマーボランティア） 
 ・絵てがみ、使用済切手の整理ボランティア 
 ・あそびサポーター事業 
●交流 
 ・サークル活動（ダンス・一輪車・卓球・ドッジボールタイム、ピロポロタイムなど） 

・乳幼児タイム（乳幼児クラス、年齢自由クラス・幼稚園クラス・パパとあそぼう・ママ
リフレッシュ等） 

 ・世代間交流事業（地域文化祭、高年者ひろば館・特養ホーム訪問） 
 ・地域の子どもたちの交流支援 

・学童クラブ 
・にこにこすくーる 
・地域交流（町会連携事業・保育園連携事業、交流ランチ） 
・親子ふれあい入浴事業 
 

●参加 
・「しだれざくらまつり」や「一輪車大会」に参加 
・児童健全育成フェスタに参加（乳幼児および小学生 全国の児童館との交流） 
・区内児童館対抗ドッジボール大会 
・東京都児童館交歓フェア 

●小、中学生と乳幼児との交流事業 
●野外体験 
・チャレンジ共和国 
・チャレンジキャンプ 
・自然まるかじり体験 
●合宿学習の推進 
●大学との連携 
●ふれあい教育の推進 
（地域人材による学校への出前事業、地域事業所での職業体験、ボランティア体験）

●校庭利用 
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子どもや子育てを支える人材育成・ネットワークづくりの場 （約 10 事業）

子育て環境の整備 

体験学習等の推進 

青少年健全育成運動の支援 

●子育て家庭支援センター(子育て支援ネットワーク会議・サークル活動) 
●みんなの実家＠まちや 
●おもちゃ図書館 
●子育て交流サロン 
●ひろば館、ふれあい館職員の研修事業 
●研修生、実習生の受け入れ 
●小中学生の職場体験受入 
●社会教育サポーター 
●あそびサポーター 

●小中学生と乳幼児との交流事業 

●親育て講演会 
●親育てあらかわ塾 

現在の荒川区の児童育成施策推進状況 詳細例（４） 

子育ての
担い手 
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室
）

1
,5

8
6

〃

1
1

熊
野

前
ひ

ろ
ば

館
荒

川
区

荒
川

区
1

9
7

2
年

荒
川

区
東

尾
久

5
－

9
－

3
（

ア
ク

ト
2

1
内

）
図

工
室

、
遊

戯
室

、
体

育
室

5
9

8
・

児
童

向
け

活
動

、
各

種
サ

ー
ク

ル
活

動
実

施
・

幼
児

タ
イ

ム
な

ど
乳

幼
児

向
け

活
動

実
施

1
2

尾
久

ひ
ろ

ば
館

荒
川

区
荒

川
区

1
9

7
2

年
荒

川
区

西
尾

久
2

-2
5

-1
3

（
尾

久
警

察
署

前
）

親
子

ふ
れ

あ
い

ひ
ろ

ば
、

体
育

室
、

プ
レ

イ
ル

ー
ム

、
図

工
室

、
パ

ソ
コ

ン
コ

ー
ナ

ー
（

大
人

利
用

可
）

2
,0

9
3

・
児

童
向

け
活

動
、

各
種

サ
ー

ク
ル

活
動

実
施

・
乳

幼
児

ク
ラ

ス
、

幼
児

タ
イ

ム
、

子
育

て
相

談
、

　
そ

の
他

の
乳

幼
児

向
け

活
動

1
3

西
日

暮
里

二
丁

目
ひ

ろ
ば

館
荒

川
区

荒
川

区
1

9
7

3
年

荒
川

区
西

日
暮

里
2

-3
2

-2
5

（
ひ

ぐ
ら

し
小

学
校

内
）

幼
児

コ
ー

ナ
ー

、
多

目
的

コ
ー

ナ
ー

、
図

書
コ

ー
ナ

ー
2

4
9

・
児

童
向

け
活

動
、

各
種

サ
ー

ク
ル

活
動

実
施

・
乳

幼
児

タ
イ

ム
、

そ
の

他
の

乳
幼

児
活

動
実

施
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［
参
考
資
料
２
］

周
辺

施
設

調
査

リ
ス

ト

２
．
荒

川
区

内
か

ら
徒

歩
1
0
～

2
0
分

程
度

（想
定

：小
学

生
が

１
人

で
行

け
る

範
囲

）

２
）　

子
育

て
支

援
関

係

N
o
.

館
名

設
置

主
体

運
営

主
体

設
立

年
所

在
地

主
な

施
設

延
床

面
積

（
㎡

）
運

営
の

特
徴

1
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

荒
川

区
荒

川
区

2
0

0
4

年
荒

川
区

荒
川

5
-1

2
-1

0

・
子

ど
も

と
家

庭
に

関
す

る
総

合
相

談
・

子
育

て
交

流
サ

ロ
ン

・
子

育
て

サ
ー

ク
ル

室
・

情
報

提
供

コ
ー

ナ
ー

5
8

3

親
子

が
自

由
に

時
間

を
過

ご
せ

る
フ

リ
ー

ス
ペ

ー
ス

「
子

育
て

交
流

サ
ロ

ン
」

の
設

置
1

8
歳

ま
で

の
子

ど
も

に
関

す
る

子
育

て
相

談
※

専
用

の
相

談
室

あ
り 児

童
虐

待
に

つ
い

て
の

相
談

（
必

要
に

応
じ

、
関

係
機

関
と

連
携

）
子

育
て

情
報

紙
「

あ
ら

か
わ

キ
ッ

ズ
ニ

ュ
ー

ス
」

の
発

行
子

育
て

応
援

バ
ス

ハ
イ

ク
の

実
施

子
育

て
サ

ー
ク

ル
の

活
動

の
場

と
し

て
使

え
る

「
子

育
て

サ
ー

ク
ル

室
」

の
提

供
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

も
使

用
で

き
る

情
報

提
供

コ
ー

ナ
ー

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
な

ど
、

子
育

て
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

紹
介

・
申

込
地

域
団

体
へ

の
「

地
域

交
流

室
」

の
提

供

子
育

て
交

流
サ

ロ
ン

2
　
　
み

ん
な

の
実

家
＠

ま
ち

や
N

P
O

法
人

N
P

O
法

人
2

0
0

7
年

荒
川

区
荒

川
6

-2
7

-6
　

宮
内

様
方

・
子

育
て

交
流

サ
ロ

ン
7

2

実
家

の
つ

も
り

で
く

つ
ろ

げ
る

「
実

家
倶

楽
部

」
親

子
が

自
由

に
時

間
を

過
ご

せ
る

フ
リ

ー
ス

ペ
ー

ス
「

子
育

て
交

流
サ

ロ
ン

」
の

設
置

駅
た

ま
（

臨
時

預
か

り
）

：
助

産
師

、
保

育
士

と
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
一

時
預

り
母

と
子

の
相

談
室

：
母

乳
ケ

ア
に

関
す

る
講

習
会

を
助

産
師

が
実

施

3
　
　
荒

川
お

も
ち

ゃ
図

書
館

社
会

福
祉

法
人

社
会

福
祉

法
人

2
0

0
9

年
荒

川
区

南
千

住
1

-1
3

-2
0

（
荒

川
区

社
会

福
祉

協
議

会
内

）
・

子
育

て
交

流
サ

ロ
ン

6
6

子
育

て
親

子
を

対
象

と
し

た
フ

リ
ー

ス
ペ

ー
ス

の
提

供
や

相
談

の
受

付
、

子
育

て
に

関
す

る
情

報
提

供
の

ほ
か

、
手

づ
く

り
お

も
ち

ゃ
作

り
の

講
習

会
や

、
ふ

れ
あ

い
お

も
ち

ゃ
図

書
館

（
高

齢
者

に
よ

る
昔

遊
び

の
伝

承
）

を
実

施
予

定
。

　
ま

た
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
ト

イ
・

ド
ク

タ
ー

が
子

ど
も

達
の

壊
れ

た
お

も
ち

ゃ
を

修
理

す
る

「
お

も
ち

ゃ
病

院
」

も
開

院
。

4

　
　
保

育
園

等
併

設
型

　
　

　
東

日
暮

里
保

育
園

　
　

　
熊

野
前

保
育

園
　

　
　

小
台

橋
保

育
園

　
　

　
は

な
み

ず
き

保
育

園
　

　
　

ド
ン

・
ボ

ス
コ

保
育

園
　

　
　

汐
入

こ
ど

も
園

荒
川

区
荒

川
区

荒
川

区
荒

川
区

社
会

福
祉

法
人 荒

川
区

荒
川

区
荒

川
区

指
定

管
理

者
指

定
管

理
者

社
会

福
祉

法
人

荒
川

区

2
0

0
7

年
～

東
日

暮
里

6
-2

8
-1

5
東

尾
久

8
-2

3
-9

西
尾

久
6

-9
-7

南
千

住
8

-5
-5

荒
川

3
-1

1
-1

南
千

住
8

-1
0

-1

・
子

育
て

交
流

サ
ロ

ン

3
9

3
5

6
3

3
8

4
7

2
3

親
子

が
自

由
に

時
間

を
過

ご
せ

る
フ

リ
ー

ス
ペ

ー
ス

「
子

育
て

交
流

サ
ロ

ン
」

の
設

置
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［
参
考
資
料
２
］

周
辺

施
設

調
査

リ
ス

ト

２
．
荒

川
区

内
か

ら
徒

歩
1
0
～

2
0
分

程
度

（想
定

：小
学

生
が

１
人

で
行

け
る

範
囲

）

３
）　

そ
の

他
区

内
施

設

N
o
.

館
名

設
置

主
体

運
営

主
体

設
立

年
所

在
地

主
な

施
設

延
床

面
積

（
㎡

）
運

営
の

特
徴

1
荒

川
自

然
公

園
荒

川
区

荒
川

区
1

9
7

4
年

荒
川

区
荒

川
8

-2
5

-3
白

鳥
の

池
、

水
辺

広
場

、
野

草
園

、
昆

虫
観

察
園

、
ア

ス
レ

チ
ッ

ク
コ

ー
ナ

ー
、

ふ
れ

あ
い

健
康

広
場

、
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
、

野
球

場
5

6
,9

2
5

区
立

公
園

の
な

か
で

最
も

大
き

い
公

園
三

河
島

水
処

理
再

生
セ

ン
タ

ー
の

上
部

に
、

大
き

な
池

や
交

通
園

、
徒

渉
池

の
ほ

か
、

野
球

場
・

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

等
の

あ
る

公
園

2
荒

川
遊

園
荒

川
区

荒
川

区
指

定
管

理
者

1
9

5
0

年
(1

9
9

1
年

全
面

改
修

）
荒

川
区

西
尾

久
6

-3
5

-1
1

大
観

覧
車

、
そ

の
他

遊
戯

施
設

、
小

動
物

園
、

釣
り

堀
、

3
1

,4
8

2
都

内
で

唯
一

の
区

立
遊

園
地

身
近

な
、

気
軽

に
遊

べ
る

遊
園

地
と

し
て

、
家

族
連

れ
に

人
気

3
荒

川
区

民
会

館
(
サ

ン
パ

ー
ル

荒
川

）
荒

川
区

指
定

管
理

者
1

9
7

5
年

(改
築

）
荒

川
区

荒
川

1
-1

-1
大

ホ
ー

ル
、

小
ホ

ー
ル

、
集

会
室

、
レ

ス
ト

ラ
ン

1
0

,0
4

4
区

民
会

館
と

し
て

、
長

き
に

わ
た

り
、

区
の

文
化

発
信

の
中

心

4
荒

川
ふ

る
さ

と
文

化
館

荒
川

区
荒

川
区

1
9

9
8

年
荒

川
区

南
千

住
６

－
６

３
－

１
常

設
展

示
室

、
郷

土
学

習
室

、
企

画
展

示
室

、
視

聴
覚

室
5

,2
7

0
郷

土
荒

川
の

歴
史

・
文

化
を

楽
し

み
な

が
ら

学
び

、
探

究

5
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
荒

川
区

指
定

管
理

者
1

9
9

7
年

荒
川

区
荒

川
３

－
４

９
－

１
生

涯
学

習
情

報
提

供
コ

ー
ナ

ー
、

プ
レ

イ
ル

ー
ム

大
会

議
室

、
小

会
議

室
、

音
楽

室
、

多
目

的
室

、
体

育
館

、
多

目
的

広
場

、
学

習
室

2
,9

7
0

独
自

の
講

師
陣

を
動

員
、

ユ
ニ

ー
ク

で
楽

し
め

る
区

民
カ

レ
ッ

ジ
を

年
間

を
通

し
て

展
開

。

6
ム

ー
ブ

町
屋

荒
川

区
指

定
管

理
者

1
9

9
6

年
東

京
都

荒
川

区
荒

川
７

－
５

０
－

９
セ

ン
タ

ー
ま

ち
や

　
３

・
４

F
ム

ー
ブ

ホ
ー

ル
（

2
9

6
/7

4
席

）
、

ギ
ャ

ラ
リ

ー
、

ミ
ニ

ギ
ャ

ラ
リ

ー
、

ハ
イ

ビ
ジ

ョ
ン

ル
ー

ム
、

ス
タ

ジ
オ

2
,7

9
7

地
下

鉄
町

屋
駅

直
結

の
小

劇
場

ス
ペ

ー
ス

３
・

４
階

全
施

設
を

同
時

利
用

し
た

多
角

的
な

複
合

イ
ベ

ン
ト

も
可

能

7
町

屋
文

化
セ

ン
タ

ー
荒

川
区

指
定

管
理

者
1

9
8

8
年

荒
川

区
荒

川
7

-2
0

-1
多

目
的

ホ
ー

ル
、

ふ
れ

あ
い

広
場

、
音

楽
練

習
室

、
プ

レ
イ

コ
ー

ナ
ー

、
会

議
室

、
屋

上
庭

園
2

,4
0

0
カ

ル
チ

ャ
ー

講
座

や
文

化
総

合
講

座
な

ど
の

各
種

生
涯

学
習

活
動

や
、

気
軽

に
参

加
で

き
る

ふ
れ

あ
い

広
場

事
業

を
実

施
。

8
日

暮
里

サ
ニ

ー
ホ

ー
ル

荒
川

区
指

定
管

理
者

1
9

8
9

年
荒

川
区

東
日

暮
里

5
-5

0
-5

　
ホ

テ
ル

ラ
ン

グ
ウ

ッ
ド

4
階

ホ
ー

ル
（

4
0

1
席

）
、

コ
ン

サ
ー

ト
サ

ロ
ン

（
1

0
0

席
）

、
会

議
室

2
,3

1
1

演
劇

、
音

楽
、

展
示

会
、

講
演

会
な

ど
自

由
な

演
出

性
と

新
し

い
機

能
性

、
用

途
性

を
備

え
た

、
4

0
0

名
収

容
の

オ
ー

プ
ン

形
式

ホ
ー

ル
、

1
0

0
名

収
容

の
コ

ン
サ

ー
ト

サ
ロ

ン
等

、
楽

し
く

豊
か

な
表

現
・

交
流

の
場

を
展

開
。

9
あ

ら
か

わ
エ

コ
セ

ン
タ

ー
荒

川
区

荒
川

区
2

0
0

9
年

荒
川

区
荒

川
１

－
５

３
－

２
０

資
料

提
供

コ
ー

ナ
ー

、
展

示
コ

ー
ナ

ー
、

研
修

室
、

環
境

実
習

室
1

,9
9

5

環
境

活
動

を
実

施
す

る
た

め
の

研
修

室
や

実
習

室
を

併
設

し
、

情
報

提
供

コ
ー

ナ
ー

で
は

体
験

型
学

習
の

出
来

る
実

験
装

置
や

、
環

境
に

関
わ

る
著

書
や

Ｄ
Ｖ

Ｄ
を

約
６

０
０

冊
装

備
。

エ
コ

教
室

や
打

ち
水

ク
ー

ル
作

戦
、

環
境

・
清

掃
フ

ェ
ア

あ
ら

か
わ

や
公

開
講

座
な

ど
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

楽
し

め
る

多
彩

な
催

し
を

実
施

４
）　

周
辺

区
の

児
童

館

N
o
.

館
名

設
置

主
体

運
営

主
体

設
立

年
所

在
地

主
な

施
設

延
床

面
積

（
㎡

）
運

営
の

特
徴

1
文

京
区

根
津

児
童

館
文

京
区

指
定

管
理

者
1

9
8

7
年

東
京

都
文

京
区

根
津

1
-1

4
-3

工
作

室
・

図
書

室
・

遊
戯

室
等

4
0

9
幼

児
ク

ラ
ブ

、
ち

び
っ

こ
広

場
、

親
子

リ
ト

ミ
ッ

ク
（

音
楽

教
育

）
な

ど
乳

幼
児

事
業

の
充

実
と

、
中

高
生

向
け

の
企

画
や

ゲ
ー

ム
大

会
な

ど
を

実
施

2
文

京
区

し
お

み
児

童
館

文
京

区
文

京
区

1
9

6
8

年
東

京
都

文
京

区
千

駄
木

2
-2

7
-8

工
作

室
・

図
書

室
・

遊
戯

室
・
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